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「
こ
の
柔
ら
か
い
杉
の
香
り
が
落
ち
着

か
せ
て
く
れ
る
ん
で
す
。
学
校
に
数
あ
る

教
室
の
中
で
こ
こ
が
一
番
好
き
で
す
」
。

授
業
で
部
屋
に
入
っ
て
き
た
生
徒
の
顔
か

ら
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。
こ
こ
は
、
市
立

水
沢
中
学
校
（
濱
中
力
也
校
長
）
の
一
室
、

総
合
学
習
室
と
し
て
全
校
生
徒
が
利
用
す

る
「
森
林
の
館
」
で
す
。

森
林
の
館
は
昨
年
、
同
校
の
「
学
校
林

五
十
五
周
年
記
念
事
業
」
と
し
て
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
室
内
に
は
直
径
30
㎝
ほ
ど
の

杉
材
で
柱
や
桁け
た

、
梁は

り

が
構
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
使
わ
れ
た
木
材
は
、
平
成
17
年
の
春

に
当
間
山
の
学
校
林
の
間
伐
に
よ
り
切
り

出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
を
、
地
区
の

建
築
業
者
や
製
材
業
者
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
も
と
に
、
木
の
曲
が
り
や
節
々
も
そ
の

ま
ま
生
か
し
て
組
み
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
林
は
、
森
林
資
源
の
復
興
や
青
少

年
教
育
、
そ
し
て
学
校
財
源
を
確
保
す
る

目
的
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
必
要
性
か
ら
、

戦
後
多
く
の
学
校
で
植
林
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
昭
和
40
年
代
後
半
に
は
全
国
で
、

５
、
０
０
０
を
上
回
る
小
・
中
学
校
、
高

校
に
約
３
万
ha
あ
り
、
学
校
が
山
林
を
保

有
し
た
り
国
や
個
人
な
ど
か
ら
の
借
地
や

分
収
方
式
で
管
理
し
た
り
す
る
方
法
が
と

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
度
成
長
期
と

相
ま
っ
て
木
材
の
商
品
価
値
が
下
が
り
始

め
る
と
そ
の
存
在
も
薄
れ
、
40
年
後
の
現

在
で
は
約
３
、
０
０
０
校
、
２
万
ha
に
減

少
し
、
実
際
に
活
用
し
て
い
る
の
は
１
、

０
０
０
校
余
り
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
内
で
は
、
40
の
小
・
中
学
校

の
う
ち
14
校
に
約
23
ha
の
学
校
林
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
、
水
沢
中
学
校
で
は
、
約

16
ha
（
管
理
地
含
め
約
20
ha
）
を
管
理
し

て
い
て
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
が
う
か
が

え
ま
す
。

水
沢
中
学
校
で
植
林
を
始
め
た
の
は
、

昭
和
25
年
。
水
沢
地
区
の
出
身
で
旧
水
沢

村
の
職
員
だ
っ
た
佐
藤
勝
巳
さ
ん
が
、
当

時
同
校
の
校
長
と
し
て
赴
任
し
た
山
田
幸

平
さ
ん
と
と
も
に
学
校
林
設
営
の
構
想
を

固
め
、
学
校
か
ら
約
７
㎞
離
れ
た
当
間
山

の
ふ
も
と
に
、
80
ア
ー
ル
の
植
林
を
始
め

ま
し
た
。「
自
分
た
ち
の
樹
で
自
分
た
ち
の

学
校
を
作
る
ん
だ
」
。
目
標
を
見
据
え
た

先
は
、
50
年
後
。
以
降
、
学
校
や
生
徒
、

家
族
は
も
と
よ
り
地
域
挙
げ
て
の
植
林
活

動
と
な
り
、
昭
和
35
年
に
は
、
現
在
の
面

積
に
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

植
え
た
ば
か
り
の
苗
木
に
は
、
通
年
の

管
理
が
必
要
で
す
。
下
草
刈
り
、
間
伐
、

枝
打
ち
、
豪
雪
被
害
の
ほ
か
、
野
う
さ
ぎ

や
カ
モ
シ
カ
な
ど
の
鳥
獣
害
や
病
気
へ
の

対
策
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

面
積
が
増
え
る
こ
と
で
、
そ
の
手
間
は

膨
大
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
植
林
か
ら

育
林
へ
、学
校
林
の
形
態
は
変
わ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
学
校
林
の
継
続
的
な
管
理
を

行
う
た
め
、
昭
和
59
年
に
後
援
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
そ
し
て
教
諭
や
地
域
の
人
た
ち
で
組

織
す
る
、
学
校
林
管
理
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
現
在
も
地
域
一
体
で
学
校
林
の
管
理

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
、
水
沢
中
学
校
は
現
在
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
校
舎
に
建
て
替

え
ら
れ
、
植
林
当
初
の
目
的
は
、
昨
年
整

備
さ
れ
た
「
森
林
の
館
」
と
し
て
、
学
校

林
の
伝
統
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
現

在
、
市
へ
要
望
し
て
い
る
特
別
棟
の
建
設

に
向
け
生
徒
た
ち
の
夢
は
膨
ら
み
ま
す
。

そ
の
特
別
棟
は
、「
森
林
の
館
」
と
同
様

に
間
伐
材
で
建
築
し
、
全
校
生
徒
が
顔
を

合
わ
せ
て
給
食
を
食
べ
る
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

と
、
現
在
の
校
舎
の
一
角
に
あ
る
「
小
鍛

冶
文
庫
」
を
併
せ
た
校
舎
の
移
転
・
増
設

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
鍛
冶
文
庫
は
、
昭
和
22
年
、
新
設
さ

れ
た
水
沢
中
学
校
の
初
代
校
長
と
し
て
赴

任
し
た
小
鍛
冶
敏と
し

應ま
さ

さ
ん
が
、
読
書
奨
励

の
た
め
に
寄
贈
し
た
私
財
を
も
と
に
設
置

さ
れ
た
図
書
室
で
す
。
併
せ
て
設
け
ら
れ

た
「
小
鍛
冶
学
級
文
庫
」
や
寄
付
を
基
金

と
し
た
小
鍛
冶
奨
学
金
制
度
な
ど
、
同
校

の
教
育
環
境
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
恩
情
を
尊
ぶ
心
は
現
在

の
生
徒
た
ち
や
地
域
に
も
大
切
に
受
け
継

が
れ
、
特
別
棟
の
建
設
に
向
け
て
、
平
成

16
年
度
か
ら
地
域
の
人
た
ち
の
拠
出
に
よ

当
間
山
ろ
く
に
広
が
る
約
20
ha
の
水
沢
中
学
校

の
学
校
林
。
全
国
で
も
有
数
の
広
さ
を
誇
る
こ
の

学
校
林
は
、
昨
年
植
林
55
年
を
迎
え
ま
し
た
。

半
世
紀
の
間
、
親
子
３
代
に
わ
た
っ
て
一
貫
し

た
理
念
の
も
と
に
守
ら
れ
た
樹
木
は
、「
学
校
の

宝
」
か
ら
「
地
域
の
宝
」、「
社
会
の
宝
」
と
し
て

育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
は
減
っ
て
い
る

学
校
林

特
別
棟
に
小こ

鍛か

冶じ

文
庫

自
分
た
ち
の
樹
で

自
分
た
ち
の
学
校
を
作
る

り
建
設
基
金
の
積
み
立
て
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

育
林
活
動
は
、
毎
年
６
月
に
、
全
校
生

徒
と
教
諭
及
び
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
約
５
万
本
の

杉
が
う
っ
そ
う
と
茂
る
林
は
、
傾
斜
も
き

つ
く
作
業
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不

慣
れ
な
生
徒
た
ち
が
安
全
に
作
業
を
行
う

た
め
、
事
前
に
ビ
デ
オ
や
講
話
に
よ
る
勉

強
会
や
道
具
の
使
い
方
な
ど
の
指
導
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
担
当
の
栗
原
弘
幸
教
諭
は

「
こ
の
水
沢
中
学
校
の
伝
統
あ
る
作
業
を

通
じ
て
、
先
輩
た
ち
と
の
一
体
感
を
共
有

で
き
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
併
せ
て
働
く

喜
び
も
実
感
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
育
林

活
動
へ
の
期
待
を
込
め
ま
す
。

今
年
は
、
６
月
18
日
a
に
作
業
が
行
わ

れ
、
南
魚
沼
地
域
振
興
局
や
十
日
町
地
域

森
林
組
合
の
職
員
を
含
め
た
約
３
３
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
各
地
区
ご
と
に
11
分
団
に

班
編
制
し
、
大
人
も
生
徒
も
い
っ
し
ょ
に

な
っ
た
縦
割
り
組
織
で
作
業
を
行
い
ま
す
。

開
始
式
で
は
、
「
学
校
林
を
守
る
主
役

は
皆
さ
ん
で
す
。
未
来
の
た
め
に
さ
わ
や

か
な
汗
を
か
こ
う
！
」
濱
中
力
也
校
長
の

あ
い
さ
つ
に
力
が
こ
も
り
ま
す
。
学
校
林

管
理
委
員
会
委
員
長
の
佐
藤
勝
巳
さ
ん
は
、

「
草
が
雨
に
濡
れ
て
鎌
が
す
べ
り
や
す
く

危
険
だ
ん
だ
ん
が
、
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
漆
う
る
し

の
木
。
か
ぶ
れ
る
人
は
こ

れ
を
見
た
ら
ち
ゃ
っ
こ
と
逃
げ
て
く
だ
さ

い
」
と
、
生
徒
に
思
い
や
り
の
言
葉
を
か

け
ま
す
。
出
発
前
に
、
参
加
者
全
員
に
よ

る
校
歌
の
斉
唱
で
気
勢
を
上
げ
、
い
よ
い

よ
作
業
開
始
で
す
。
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来
の
た
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に

汗
を
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こ
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水沢中学校半世紀の育林活動

未
来
に
育
て
学
校
林

水沢中学校「森林の館」

学校林の植林（昭和35年ころ）

高枝打ちノコギリで枝打ちをする生徒
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作
業
は
、
下
草
刈
り
・
枝
打
ち
・
間
伐
・

つ
つ
じ
園
な
ど
の
手
入
れ
で
す
。
面
積
が

広
い
た
め
、
年
度
単
位
で
区
域
を
分
け
て

行
い
ま
す
。「
鎌
は
右
手
で
し
っ
か
り
持
っ

て
、
草
を
な
ぎ
払
う
。
隣
の
人
に
気
を
付

け
ろ
」「
の
こ
ぎ
り
は
引
く
と
き
に
力
入
れ

る
ん
だ
。
そ
う
そ
う
ま
っ
す
ぐ
引
け
」。
大

人
た
ち
の
指
導
に
生
徒
た
ち
は
真
剣
に
聞

き
入
り
ま
す
。
効
率
よ
く
安
全
な
作
業
の

仕
方
を
教
わ
る
た
め
で
す
。「
こ
こ
は
危
ね

ー
場
所
だ
ん
だ
ん
が
オ
ラ
や
る
。
お
ま
え

た
そ
っ
ち
の
平
ら
な
所
や
れ
」。や
っ
ぱ
り

気
を
遣
う
親
心
で
す
。

２
年
続
き
の
豪
雪
で
、
倒
木
な
ど
の
被

害
も
多
く
、
保
守
作
業
に
は
森
林
組
合
の

全
面
的
な
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
で
除
去
作
業
に
当
た
っ
て
い
た
保

護
者
か
ら
は
、「
オ
レ
ら
が
中
学
の
と
き
に

植
え
た
木
が
や
ら
れ
て
残
念
だ
」
と
惜
し

む
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

作
業
に
い
そ
し
む
生
徒
会
長
の
村
山
晃

輝
さ
ん
は
、「
下
草
刈
り
と
か
の
作
業
は
大

変
で
す
。
で
も
、
機
械
が
な
か
っ
た
こ
ろ
、

私
た
ち
の
お
じ
い
さ
ん
た
ち
が
汗
し
た
苦

労
は
、
今
の
私
た
ち
の
た
め
だ
っ
た
ん
だ

な
ー
と
思
う
と
胸
を
打
た
れ
ま
す
。
私
た

ち
も
後
輩
や
未
来
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
学
校
林
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
と
広
い
森
林
に

ま
な
ざ
し
を
そ
そ
ぎ
ま
す
。

濱
中
校
長
は
、「
製
材
と
し
て
の
活
用
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
動
植
物
の
生
態
や
環

境
学
習
な
ど
理
科
や
社
会
の
学
習
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
林
を
総

合
的
な
学
習
の
時
間
の
入
口
と
し
て
も
活

用
し
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
学
び
、
解

決
す
る
創
造
的
な
能
力
の
育
成
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
」
と
学
校
林
は
大
切
な
教

材
の
一
つ
だ
と
話
し
ま
す
。
ま
た
、「
地
域

と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
当
校
の
歴
史
が
そ

の
ま
ま
形
と
な
っ
て
育
て
ら
れ
て
い
る
、

い
わ
ば
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
生
徒
た
ち
が
一

生
懸
命
頑
張
れ
る
の
も
、
家
庭
や
地
域
の

支
え
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域

と
の
連
携
を
深
め
る
場
、
地
域
を
学
ぶ
場

で
も
あ
る
の
で
す
」
と
様
々
な
観
点
か
ら
、

そ
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

「
伐
採
＝
自
然
破
壊
に
捉
え
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
森
林
を
維
持
す
る
た
め
に
間
伐

な
ど
は
大
切
で
あ
る
こ
と
を
、
生
徒
た
ち

は
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
正
し
い
知
識
を

得
て
自
然
に
接
し
て
い
ま
す
。
長
い
歴
史

の
中
で
植
林
か
ら
育
林
へ
と
作
業
を
引
き

継
ぎ
、
そ
し
て
木
を
使
っ
て
生
か
す
と
い

う
大
き
な
目
標
を
た
て
て
い
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
。
全
国
に
広
め
た
い
活
動
で
す
」

と
南
魚
沼
地
域
振
興
局
林
業
振
興
課
の
土

田
和
弘
技
術
専
門
員
は
、
同
校
の
取
り
組

み
に
感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。

半
日
の
作
業
を
終
え
、
日
が
差
し
込
ん

で
明
る
さ
を
増
し
た
森
林
に
は
、
生
徒
た

ち
の
に
ぎ
や
か
な
笑
い
声
が
響
き
ま
す
。

「
父
の
日
」
だ
っ
た
こ
の
日
、
自
分
た
ち

が
中
学
生
の
こ
ろ
と
同
じ
汗
を
か
い
た
子

ど
も
た
ち
の
さ
わ
や
か
な
表
情
は
、
お
父

さ
ん
た
ち
へ
の
何
よ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ

っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
の
間
に
、
十
日
町
地
域

消
防
本
部
総
務
課
（
〒
９
４
８
│
０
０
３

６
北
新
田
１
番
地
10
）
に
必
要
書
類
を
提

出
。（
書
留
で
の
郵
送
可
。
封
筒
の
表
に

「
受
験
申
込
み
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
。

７
月
24
日
b
の
消
印
有
効
）

●
必
要
書
類

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
※
十
日
町
地
域

消
防
本
部
総
務
課
、
西
・
南
分
署
、
松

代
・
松
之
山
分
遣
所
に
配
置
。
請
求
は

土
・
日
曜
日
、
時
間
外
で
も
可
。
郵
送

で
の
請
求
は
上
級
・
初
級
の
区
分
を
明

記
し
、
80
円
切
手
（
定
形
外
は
１
２
０

円
）
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.

tia
ra
.o
r.jp
/ ̃
fire
1
1
9
/

）
か
ら
も

入
手
可
。

②
最
終
卒
業
学
校
（
１
年
制
専
門
学
校
の

場
合
は
高
等
学
校
）
の
成
績
証
明
書
※

来
春
卒
業
見
込
者
は
最
近
ま
で
の
も
の

③
来
春
卒
業
見
込
者
は
卒
業
見
込
証
明
書

④
80
円
切
手
２
枚
（
案
内
な
ど
の
通
知
用
）

●
給
与
（
初
任
給
）

◇
上
級
＝
１
８
４
、
１
０
０
円

◇
初
級
＝
１
５
３
、
１
０
０
円
　

※
18
年
4
月
１
日
現
在
、
受
験
資
格
取
得

直
後
に
採
用
の
場
合

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

職
員
（
消
防
士
）
募
集

平
成
19
年
度
採
用

６
月
３
日
G
〜
25
日
A
の
間
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
・
ベ
ル
ナ
テ
ィ

オ
周
辺
で
、
第
12
回
ア
イ
リ
ス
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
１
２
４
種
類
、約
30
万
本
の
ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
が
咲
き
そ
ろ
い
、

会
場
に
訪
れ
た
大
勢
の
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
自
衛
隊

に
よ
る
演
奏
会
や
そ
ば
打
ち
の
体
験
教
室
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
飛
行

や
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
撮
影
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

十
日
町
地
域

消
防
本
部

総
務
課
庶
務
係
　

1
７
５
７-

１
５
５
６

問合せ

●
募
集
人
数
受
験
資
格

上
級
ま
た
は
初
級
で
若
干
名

●
受
験
資
格

共
通
＝
①
身
体
強
健
で
、
大
型
自
動
車
運

転
免
許
取
得
可
能
な
人
②
採
用
後
、
十
日

町
地
域
広
域
事
務
組
合
管
内
（
十
日
町
市
、

津
南
町
）
に
居
住
可
能
な
人

※
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
（
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
25
歳
以

下
の
人
）

上
級
＝
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
卒
業
者

（
来
春
卒
業
見
込
者
含
む
）

初
級
＝
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒

業
者
（
来
春
卒
業
見
込
者
、
短
期
大
学

な
ど
上
位
の
学
校
の
卒
業
者
ま
た
は
在

学
者
含
む
）

●
試
験
方
法

【
第
１
次
試
験
】

期
日
＝
８
月
20
日
a

会
場
＝
受
験
者
に
通
知
　

試
験
科
目
＝
教
養
試
験
、
消
防
適
性
検

査
、
作
文
、
体
力
試
験
　

【
第
２
次
試
験
】

期
日
＝
９
月
中
旬
〜
下
旬

会
場
＝
受
験
者
に
通
知
　

試
験
科
目
＝
口
述
試
験
、
身
体
検
査

●
受
験
申
込
み

７
月
３
日
b
〜
７
月
24
日
b
（
土
・
日

その場で食べても
持ち帰ってもいい
「そば打ち体験教
室」は大人気
（6月3日G・4日A、
10日G・11日A）

6月11日Aには、ミス十日町雪まつり（佐
藤茉莉子さん、冨沢好美さん）の撮影会が
行われ、多くのカメラマンが集まりました

6月4日Aの陸上自衛隊高田駐屯地
音楽隊による演奏会には大勢の聴
衆が集まりました

ジャーマンアイ
リスの掘り売り
も行われました
（6月3日G～

25日A）

当間高原に夏を呼ぶ！

時代は変わっても、この取り組

みは変わりません。学校の絶大な

支援、地域の皆さんの協力のおか

げです。参加を募れば皆んな進ん

で来てくれます。植林の当初は皆

学校林管理委員会委員長

佐 藤 勝 巳さん（89歳・伊達）

んなで苗を背負って運びました。深いヤブをかき分け

て山に入って、穴を掘って１本１本ていねいに植える。

よーいじゃねっけ。

野菜や米と違って、今年の苦労が今年実になるのと

違うので、生徒がきちんと理解している必要がありま

す。いずれこの子たちが親になれば、ちゃんと子ども

に教えられる。だから、長年こうやって続けられるの

です。長年の作業の中で、大きなケガがないことも最

大の自慢です。

学校林活動は、遠足気分もある

から楽しんでやってます。私たち

も生徒といっしょに作業ができて

うれしいですよ。まだまだ力じゃ

負けていないつもりですからね。

水沢中学校PTA会長

宮 沢 武 夫さん（53歳・小黒沢）

昨年、森林の館を組み立てる作業にもかかわりまし

た。間伐した学校林をそのまま生かそうと、木の皮を

むいてヤスリをかけて使いました。作業は手間取りま

したが。作業していると生徒たちも興味深げに見に来

てくれました。

机とイスは、以前学校に在籍していた先生が材料を

加工して、生徒たちが組み立てました。壁のコースタ

ーやステンドグラスを取り付けたのも生徒たちです。

たぶん落書きやいたずらはできないでしょう。長い

歴史とたくさんの人たちの思い入れが詰まった館です

から。この木を切ったとき、年輪を数えたんですよ、

そしたらちゃんと育てた年数（55年）分ありましたよ。

森林の館のイスを組み立てる生徒たち
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す
。
は
じ
め

て
十
日
町
を

訪
れ
、
特
に

強
い
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
た

の
が
雪
。
そ

の
雪
を
概
念

に
据
え
、
民

家
の
周
り
に

あ
る
「
融
雪
池
」
や
雪
害
に
よ
り
倒
壊
し
た

旧
校
舎
な
ど
か
ら
受
け
取
れ
る
こ
の
地
の

環
境
を
形
に
し
ま
す
。
こ
の
作
品
に
よ
り
、

環
境
の
変
化
や
特
質
を
、
数
値
で
は
な
く

造
形
と
し
て
観
る
こ
と
で
実
感
さ
せ
る
も

の
で
す
。

表参道にある新潟館ネスパスは、県内の情報を首都圏

に向けて発信する拠点です。今年２月、近隣にオープン

した「表参道ヒルズ」の効果もあってか、通りを往来す

る人は１日10万人と言われています。

そのネスパスで、６月３日gから８日eまでの６日間、

関係者やサポーターが、芸術祭のＰＲと観光物産展を行

い、会場には延べ約8,000人が来場しました。

週末の３日gと４日aは、開館から閉館時間まで人出

が途切れることなく、特に地場産品の人気の高さがうか

がえました。また、芸術祭のコーナーでは、来場者から

「知っていますよ」とか「２回とも行きました。今回も

もちろん」などの声が聞こえた一方、「こんなに面白い

ことやっているのなら、もっとＰＲしたら」といった声

もあり、一方向的なＰＲだけでなく首都圏の人の声を聞

く有意義な機会でした。

芸術祭開催まであと１か月を切り、今後はテレビ・ラ

ジオ・新聞などの各種メディアを効果的に組み合わせて

開催ムードを盛り上げていきます。また、６月下旬から、

テレビＣＭが県内にオンエアされます。内容は「子ども

編」「作家編」などを制作する予定です。ご期待くださ

い。

もうすぐ芸術祭！
東京・表参道でもPR

アートトリエンナーレ2006
越後妻有 大地の芸術祭 深発見Z

こ
の
作
品
は
、
田
野
倉
で
生
ま
れ
育
っ

た
人
た
ち
の
「
場
所
」
と
「
時
間
」
の
記

憶
を
再
生
す
る
作
品
で
す
。

古
民
家
を
改
修
し
て
「
場
所
」
の
再
生

を
表
現
し
ま
す
。「
時
間
」
の
再
生
と
し
て

は
、
そ
こ
に
長
年
暮
ら
し
て
き
た
お
年
寄

り
、
特
に
女
性
に
焦
点
を
あ
て
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
い
、
そ
れ
を
表
現
す
る
写
真
を

撮
影
し
ま
す
。
ま
た
、
提
供
し
て
も
ら
っ

た
昔
の
写
真
や
古
い
日
用
品
と
と
も
に
、

再
生
さ
れ
た
古
民
家
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

斎
藤
さ
ん
は
、
田
野
倉
の
住
民
同
士
、

さ
ら
に
来
訪
者
が
集
ま
り
憩
う
交
流
の
場

と
な
る
よ
う
な
空
間
を
目
指
し
て
、
作
品

作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

田
麦
に
暑
い
夏
と
、
ト
マ
ト
ア
ー
ト
が

や
っ
て
く
る
！

彦
坂
さ
ん
は
、
２
０
０
３
年
の
第
２
回

大
地
の
芸
術
祭
で
、「
田
麦
集
落
42
戸
物
語
」

〈
ス
ー
・
ペ
ド
レ
ー：

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
〉

「
Ｈ
A
Z
E
」

〈
彦
坂
尚
嘉
＋
《
気
》
派：

日
本
〉

「
田
麦
《
と
ま
と
ア
ー
ト

の
館
》
物
語
」

と
題
し
て
田
麦
集
落
の
歴
史
や
各
家
で
使

っ
て
い
た
「
お
宝
」
の
展
示
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
集
落
で
は
、
住
民
主
体
に
よ

る
田
麦
茶
屋
を
期
間
中
開
店
し
、
来
訪
者

に
集
落
な
ら
で
は
の
も
て
な
し
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
の
第
３
回
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、

２
０
０
３
年
と
同
じ
家
で
、
８
人
の
作
家

が
ト
マ
ト
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
《
と
ま

と
ア
ー
ト
の
館
》
を
展
開
し
ま
す
。
作
家

は
、「
来
訪
者
や
集
落
に
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
ま
す
。
な
ぜ
、
ト
マ
ト
を

テ
ー
マ
に
し
た
の
か
、
作
品
を
見
る
と
な

ぞ
が
解
き
明
か
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

集
落
で
は
、
前
回
好
評
だ
っ
た
田
麦
茶

屋
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
作
家
と
集
落
が
協

働
で
来
訪
者
を
も
て
な
す
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

集
落
内
の
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
蔵
を
改

良
し
て
、
布
と
紙
で
作
っ
た
大
き
な
本
を

展
示
し
ま
す
。

作
家
が
こ
れ
ま
で
に
制
作
し
た
衣
服
の

作
品
を
解
体
し
て
得
た
布
と
、
地
域
で
集

め
た
布
や
紙
と
で
作
品
を
作
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
を
世
界
の
中
に
取
り
込
み
、

そ
の
交
流
を
象
徴
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み

で
す
。

石
松
さ
ん
が
田
野
倉
集
落
に
設
置
す
る

作
品
は
、「
田
野
倉
環
境
感
知
器
」
で
す
。

石
松
さ
ん
は
、
90
年
代
後
半
よ
り
「
環
境

感
知
器
」
と
い
う
、
環
境
の
特
性
を
感
知

す
る
機
器
を
作
品
と
し
て
表
現
し
て
い
ま

〈
石
松
丈
佳：

日
本
〉

「
田
野
倉
環
境
感
知
器
」

〈
斎
藤
美
奈
子：

日
本
〉

「
メ
モ
リ
ー

│
│

田
野
倉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
使
っ
た
布
に
妻
有
の
農
具
・
民
具
・
き

も
の
の
絵
柄
を
刺し

繍
し
ゅ
う

し
て
、稲
を
干
す「
は

ぜ
」
に
掛
け
、
大
地
の
芸
術
祭
会
期
中
に

展
示
す
る
作
品
で
す
。

５
月
か
ら
毎
週
末
に
、
大
地
の
芸
術
祭

サ
ポ
ー
タ
ー
「
こ
へ
び
隊
」
が
、
各
地
で

地
域
の
皆
さ
ん
と
刺
繍
作
業
を
行
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

作
業
は
簡
単
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
、

こ
へ
び
隊
と
い
っ
し
ょ
に
作
品
制
作
者
の

ひ
と
り
と
し
て
、
ぜ
ひ
大
地
の
芸
術
祭
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
都
合
が
つ
か
ず
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
で
き
な
い
場
合
は
、

自
宅
で
刺
繍
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大

歓
迎
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
女
性
作
家
ス
ー
・

ペ
ド
レ
ー
さ
ん
は
「
森
の
学
校

キ
ョ
ロ

ロ
」
の
前
に
、「
Ｈ
Ａ
Ｚ
Ｅ
（
は
ぜ
）」
と

い
う
作
品
を
設
置
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
の
羊
毛

その4

作
品
作
り
に
参
加
し
た
い
人
は
、
松
之

山
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係（
高
橋
・

大
島
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
1
５
９
６
│
３
１
３
１
）

〈
ビ
リ
・
ビ
ジ
ョ
カ：

カ
メ
ル
ー
ン
〉

「
越
後
妻
有
の
本
」

田麦茶屋を開く、田麦地区公民館



６月４日a、今夏開催される「大地の芸術祭」で川

西地域節黒城キャンプ場内に設置する関口恒男さんの

作品「越後妻有レインボーハット」の制作ボランティ

アに参加しました。ボランティア参加者は地元熊野社

神輿会のメンバー10人ほどと、こへび隊などのボラン

ティア４人です。

この日の作業は、長さ4.8ｍの割った竹を束ねてつ

なぎ合わせ全長約20ｍ、直径20㎝ほどの竹の柱を10

本作りました。最初の１本目を約１時間かけて作りま

したが、強度に問題があり、ボツ。方法を変えながら

試行錯誤の末２本目を作ったところ、バッチリうまく

いきました。午前はここまでで、午後からピッチを上

げて30分で１本のペースで午後６時、最後の10本目

が完成し目標達成。久々に心地よい汗をかきました。

今後も週末に作業を続けながら、わら葺
ぶ

きのドーム

を完成させる予定。完成が楽しみです。

山　田　　努（39歳　仁田）

奮闘！
レインボーハット制作記

ート�

の�

だんだん9 だんだん 8

アートトリエンナーレ2006
越後妻有 大地の芸術祭 深発見Z

仁
田
の
通
称
「
北
田
」
に
設
置
さ
れ
る

作
品
は
、
橘
小
学
校
の
児
童
や
世
界
の
子

ど
も
た
ち
が
描
い
た
動
物
な
ど
の
絵
を
石

に
彫
り
写
し
、
参
道
に
埋
め
込
む
と
い
う

も
の
で
す
。

〈
三
木
俊
治：

日
本
〉

「
里
山
交
響
曲
」（
仁
田
）

６
月
２
日

f
、
１
･
２

年
生
の
児
童

32
人
が
、
信

濃
川
の
河
川

敷
で
作
品
の

一
部
と
な
る

石
を
拾
い
ま

し
た
。
先
生

か
ら
ど
ん
な

形
の
石
を
拾

う
の
か
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
子
ど
も
た

ち
は
広
い
川
原
で
「
大
き
す
ぎ
る
か
な
」

「
き
れ
い
な
石
が
あ
っ
た
よ
」
と
楽
し
そ

う
に
探
し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
８
月
25
日
号
市
報
の
表
紙
で
紹
介

し
た
越
後
妻
有
２
０
０
５
夏
10
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ

の
作
品
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ッ
ト
」
が
、
今

年
は
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
展
開
さ
れ
ま

す
。
現
在
、
仁
田
熊
野
社
神
輿
会
の
皆
さ

ん
や
近
隣
市
町
村
か
ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
と
も
に
、
わ
ら
と
竹
を
組
み
合

わ
せ
た
高
さ
約
７
ｍ
の
大
き
な
小
屋
（
ハ

ッ
ト
）
の
設
置
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

関
口
さ
ん
は
「
強
力
な
助
っ
人
に
恵
ま
れ

て
、
な
ん
と
か
作
品
が
完
成
し
そ
う
で
す
」

と
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

高道山集落での作品制作前の地鎮祭

い
ま
す
。
あ
る
と
こ
ろ
で
は
道
祖
神
で
あ

っ
た
り
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
っ
た
り
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ラ
ン
コ
に
意
味
が
あ
り
ま

す
」
と
半
田
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
ブ
ラ
ン

コ
は
集
落
の
多
く
の
人
の
協
力
を
も
と
に

作
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
制
作
プ
ロ
セ

ス
も
異
な
り
ま
す
。「
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
を
深
め
る
場
所
と
し
て
利
用
し
て
ほ

し
い
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
一

堂
に
集
ま
っ
た
り
、
大
人
た
ち
が
酒
を
飲

む
場
に
も
な
っ
た
り
す
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
、
ブ
ラ
ン
コ
が
集
落
の
役
に
立
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

６
月
４
日
a
、
倉
俣
集
落
の
隣
り
の
高

道
山
集
落
内
の
神
社
に
も
、
竹
の
ブ
ラ
ン

半
田
真
規
さ
ん
は
、
竹
で
で
き
た
高
さ

約
10
ｍ
の
ブ
ラ
ン
コ
を
倉
俣
地
区
一
帯
に

20
基
ほ
ど
設
置
し
ま
す
。

「
ブ
ラ
ン
コ
は
集
落
の
象
徴
で
も
あ
り
、

倉
俣
地
区
の
つ
な
が
り
や
存
在
を
表
し
て

コ
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
高
道
山
集
落
は

半
田
さ
ん
が
作
品
制
作
中
に
滞
在
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、「
自
分
が
偶
然
に
も
こ
こ
に

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
倉
俣
へ
の

入
口
で
も
あ
る
」
と
、
半
田
さ
ん
の
希
望

に
よ
り
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

「
ど
う
せ
や
る
な
ら
集
落
の
し
ょ
が
楽

し
め
る
よ
う
に
き
ち
ん
と
し
た
も
の
を
」。

区
長
の
渡
辺
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
、
こ
の

日
30
人
ほ
ど
の
人
が
集
ま
り
、
地
鎮
祭
を

済
ま
せ
た
境
内
で
、
楽
し
み
な
が
ら
ブ
ラ

ン
コ
を
作
り
ま
し
た
。

半
田
さ
ん
は
、
芸
術
祭
開
催
直
前
ま
で

ブ
ラ
ン
コ
を
倉
俣
地
区
に
作
り
続
け
ま
す
。

「
越
後
妻
有
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ッ
ト
」

〈
関
口
恒
男：

日
本
〉

「
ブ
ラ
ン
コ
は
ブ
ラ
ン
コ
で
な
く
」

〈
半
田
真
規：

日
本
〉

玄
関
に
入
る
と
、
ク
ッ
キ
ー
を
焼
く
甘

い
香
り
が
建
物
を
包
ん
で
い
ま
す
。
市
内

高
山
の
な
ご
み
の
家
（
鈴
木
勝
司
施
設
長
）

で
は
、
芸
術
祭
の
開
催
に
向
け
て
、
商
品

の
製
造
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
ご
み
の
家
は
、
２
０
０
０
年
開
催
の

第
１
回
大
地
の
芸
術
祭
で
「U

to
p
ia
n

C
o
o
k
ie
s

（
ユ
ー
ト
ピ
ア
ク
ッ
キ
ー
）
」

（
写
真
上
）
を
公
認
商
品
と
し
て
販
売
し

ま
し
た
。
作
家
の
ジ
ャ
ン
＝
ミ
ッ
シ
ェ

ル
・
ア
ル
ベ
ロ
ー
ラ
さ
ん
が
同
施
設
の
た

め
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
外
装
箱
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
ク
ッ
キ
ー
を
入
れ
て
販
売
し
、
好
評
を

得
ま
し
た
。

今
回
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
と
し
て
手
が

け
て
い
る
の
は
「M

IN
O
R
I
M
U
R
A

（
実
り
ム
ラ
）」
で
す
。
作
家
の
菊
池
歩
さ

ん
が
大
地
の
実
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ

イ
ン
し
た
外
装
箱
に
ク
ッ
キ
ー
を
入
れ
て

販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
ク
ッ
キ
ー
の
抜
き

型
も
菊
池
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
も
の

で
、
そ
れ
を
燕
市
の
金
属
加
工
業
・
斉
藤

勝
美
さ
ん
が
好
意
で
型
を
作
っ
て
同
施
設

に
寄
贈
し
て
く
れ
ま
し
た
。

持
ち
前
の
技
術
に
芸
術
祭
な
ら
で
は
の

妙
味
が
加
わ
り
、
印
象
深
い
思
い
出
を
刻

ん
で
く
れ
そ
う
で
す
。

（
な
ご
み
の
家
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
芸
術
祭
参
加

芸術祭の関連グッズ（商品）製作に向けて、各企業や団体

の動きも活発になってきています。

昨年７月、芸術祭実行委員会がオリジナルグッズの開発を

目指して参加希望者を募ったところ、圏域内から20団体の

申込みがありました。お菓子やＴシャツ、装飾品と在来の技

術を生かしたものや、芸術祭の開催を機会に新たな分野に挑

戦した商品など、幅広い種類の開発が試みられています。芸

術祭を商機に捉え、技術とアイデアを盛り込んだグッズは、

この夏、話題を呼びそうです。

わくわく芸術祭�わくわく芸術祭�

2

いい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよいい石がみつかったよ

竹で作る骨組みから作品の大きさがわかります

アートトリエンナーレ2006
越後妻有 大地の芸術祭 深発見Z
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総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
・

実
施
計
画
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
右

図
）社

会
経
済
情
勢
の
変
化
や
多
様
化
・
高

度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
新
市

の
一
体
性
の
速
や
か
な
確
立
と
地
域
の
均

衡
あ
る
発
展
や
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
そ
の
実
現
の
た
め

の
基
本
施
策
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
策
定
し
ま
す
。

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

中
・
長
期
的
な
見
通
し
の
も
と
で
、
市
政

の
基
本
方
向
を
示
す
も
の
で
す
。
市
の
行

政
運
営
の
最
上
位
計
画
と
し
て
、
各
分
野

の
行
政
施
策
の
基
本
指
針
と
し
て
の
役
割

を
担
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

積
極
的
な
参
加
・
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
実

現
さ
れ
ま
す
。
市
民
及
び
民
間
事
業
者
な

ど
の
活
動
や
協
働
の
指
針
・
目
標
と
な
る

こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

基本計画への
パブリックコメント募集

１．意見募集をする案件 十日町市総合計画（基本計画）

２．募集期間 平成18年６月27日cから７月26日dまで

３．公表の方法 十日町市総合計画基本計画（試案）は、次のと

ころで閲覧できます。

本庁総合政策課／支所地域振興課／市内各公民館／情報館／

市ホームページ（http://www.city.tokamachi.niigata.jp/）

４．意見提出方法 住所、氏名、電話番号を明記して、郵送（公

民館へ提出可）またはＥメールで提出してください。

（個人情報は保護されます）

５．意見の公表 意見集約後、意見の内容と市の対応について市

のホームページなどで公表します。（本人の了解を得た場合の

氏名を含む）

６．問合せ・提出先

〒948-8501 十日町市千歳町３丁目３番地

十日町市役所総合政策課企画政策係　1757-3111（内線229）

十日町市総合計画（基本計画）策定にあたり、広く市民の意見

を聴いて施策形成に反映するため、次によりパブリックコメント

（意見）を募集します。

基
本
計
画
の

審
議
が
始
ま
り
ま
し
た

基
本
計
画
の
審
議
が
、
５
月
24
日
d
の

総
合
計
画
審
議
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
各
地
域
協
議
会
で
の
審
議
も
順
次
始

ま
っ
て
お
り
、
８
月
上
旬
に
答
申
を
受
け

る
ま
で
審
議
が
重
ね
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
も
開
始

し
ま
す
。

人
口
減
少
時
代
の
到
来
、
少
子
高
齢
社
会
の
進

展
な
ど
転
換
期
に
あ
る
社
会
構
造
に
対
応
す
る
た

め
、
２
０
０
５
年
４
月
１
日
、
新
十
日
町
市
は
誕

生
し
ま
し
た
。
持
続
可
能
で
発
展
す
る
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
た
め
に
、
市
民
も
行
政
も
旧
来
か

ら
の
意
識
を
払ふ
っ

拭
し
ょ
く

し
て
、
自
立
し
た
新
し
い
自
治

体
を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
昨
年
度
か
ら
十
日
町
市
総

合
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
総

合
計
画
審
議
会
及
び
各
地
域
協
議
会
で
の
審
議
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
も
と
に
検
討
を
重

ね
て
い
ま
す
。
３
月
の
基
本
構
想
の
決
定
に
続
い

て
、
本
年
度
は
基
本
計
画
・
実
施
計
画
の
策
定
を

行
い
ま
す
。
基
本
構
想
の
内
容
に
つ
い
て
、
今
号

か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第８回総合計画審議会の様子

【
計
画
の
構
成
と
期
間
】

【
計
画
策
定
の
趣
旨
】

【
計
画
の
位
置
づ
け
】

1
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中
山
間
地
域
で
は
、
耕
作
放
棄
を
防
止
し
、
継
続
的
な
農
業
生

産
活
動
な
ど
を
通
じ
て
農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る
た

め
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
（
第
２
期
事
業
‥
平
成
17
年

度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
）
に
よ
り
集
落
や
農
業
者
に
直
接

交
付
金
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
17
年
度
の
実
施
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

私
た
ち
の
地
域
は
信
濃
川
・
渋
海
川
の

上
流
に
あ
り
、
傾
斜
地
が
多
い
こ
と
な
ど

か
ら
中
山
間
地
域
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
で
の
水
田
農
業
は
、

食
料
生
産
の
ほ
か
に
次
の
よ
う
な
多
面
的

な
機
能
を
担
っ
て
い
ま
す
。
直
接
支
払
制

度
は
、
次
の
よ
う
な
機
能
の
維
持
に
大
変

大
き
な
効
果
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

・
雨
水
を
一
時
的
に
貯
え
る
こ
と
に
よ
る

水
源
の
か
ん
養

・
川
の
流
れ
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る

洪
水
や
地
す
べ
り
な
ど
の
災
害
防
止

・
田
畑
の
植
物
に
よ
る
空
気
の
保
全
や
多

様
な
生
物
の
生
息
な
ど
の
自
然
環
境
の

保
全

・
棚
田
な
ど
の
良
好
な
景
観
の
形
成

・
農
業
の
歴
史
の
積
み
重
ね
に
よ
る
祭
や

さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
な
ど
の
文
化
の
伝
承

・
都
市
部
か
ら
訪
れ
る
人
へ
の
う
る
お
い

と
や
す
ら
ぎ
の
提
供

・
洪
水
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
る
下
流
域
の
都

市
に
住
む
人
々
の
生
活
基
盤
の
保
守

対
象
と
な
る
農
地
は
、
農
振
農
用
地
に

指
定
さ
れ
て
い
て
次
の
条
件
を
満
た
す
、

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
ま
と
ま
り
の
あ
る

田
畑
な
ど
で
す
。
水
張
面
積
で
は
な
く
、

畦
畔
や
管
理
さ
れ
て
い
る
の
り
面
も
対
象

に
な
り
ま
す
。

①
傾
斜
が
20
分
の
１
以
上
の
急
傾
斜
団
地

②
傾
斜
が
１
０
０
分
の
１
以
上
、
20
分
の

１
未
満
の
緩
傾
斜
団
地

③
１
か
所
で
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
ま
と

ま
り
が
な
く
と
も
、
合
わ
せ
て
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
に
な
る
急
・
緩
傾
斜
団
地

④
自
然
条
件
に
よ
り
小
区
画
・
不
整
形
な

田
で
、
特
に
認
め
ら
れ
た
団
地

集
落
協
定
に
基
づ
き
５
年
以
上
継
続
し

て
行
わ
れ
る
農
業
生
産
活
動
や
多
面
的
機

能
を
増
進
す
る
た
め
の
活
動
及
び
そ
れ
を

行
う
農
業
者
で
す
。

交
付
金
額
の
半
分
以
上
は
集
落
で
行
う

共
同
活
動
に
、
残
り
を
農
地
管
理
者
に
面

積
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
全
額
を
共

同
取
組
活
動
に
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

集
落
協
定
の
実
施
状
況
は
農
林
課
が
調

査
・
確
認
し
ま
す
。（
13
ペ
ー
ジ
上
表
）

17
年
度
の
集
落
協
定
別
直
接
支
払
対
象

面
積
な
ど
の
実
績
は
、
13
〜
15
ペ
ー
ジ
の

と
お
り
で
す
。

直
接
支
払
制
度
は
、
第
１
期
事
業
が
終

了
し
、
17
年
度
か
ら
第
２
期
事
業
の
５
年

間
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

農
林
課
農
業
振
興
係
1
７
５
７
│
３
１

１
１
（
内
線
２
４
８
）
ま
た
は
各
支
所
農

林
課

私
た
ち
の
生
活
に
多
く
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る

中
山
間
地
域

対
象
と
な
る
農
地

対
象
と
な
る
活
動
・
人

交
付
金
の
使
い
方

集
落
協
定
の
実
施
状
況

平
成
17
年
度

集
落
協
定
別
直
接
支
払

対
象
面
積
等
実
績

問
合
せ

17年度　集落協定の実施状況

17年度　集落協定別直接支払対象面積等実績

体制整備の選択要件（下表同項目の記号説明）

地
域
名

Ａ　　　　　要　　　　　件 Ｂ　要　件

生産性・収益向上

機械・農

作業の共

同化

高付加価

値型農業

の実践

地場産農

産物の加

工・販売

新規就農

者の確保

認定農業

者の育成

担い手へ

の農地集

積

担い手へ

の農作業

の委託

保険休養機
能を生かし
た都市住民
等との交流

自然生態系の
保全に関する
学校教育機関
等との連携

多面的機能の
持続的発揮に
向けた非農
家・他集落等
との連携

集落を基
礎とした
営農組織
の育成

担い手集

積化

Ａ－１ Ａ－２ Ａ－３ Ａ－４ Ａ－５ Ａ－６ Ａ－７ Ａ－８ Ａ－９ Ａ－10 Ｂ－１ Ｂ－２

担　い　手　育　成 多面的機能の発揮

中
　
　
　
　
里
　
　
　
　
地
　
　
　
　
域

協定参加
者数（人）

集落協定名

農
業
生
産
活
動
の
実
施
状
況

生
産
性
・
収
益
の
向
上
、
担
い

手
の
定
着
に
関
す
る
取
組
状
況

地　域　名

集落協定数

農地に関する

事 項

①協定内農地は、耕作放棄もなく適正に管理されていた

②農地法面の定期点検を実施

①用水路は、協定参加者や集落の協力を得て清掃及び草刈りを実施

②農道は、定期的に草刈りを実施

③農道や用水路の改修実施

①景観作物の作付け

②農地と一体となった周辺林地の下草刈り

③棚田オーナー制度実施・市民農園・体験農園の開設・運営

④土壌流亡配慮営農

⑤魚類・昆虫類保護

⑥鳥類のえさ場の確保

①農作業の受委託の推進

②機械・施設の共同購入・共同利用

③農作業の共同化

④ほ場整備

①オペレーターの育成

②認定農業者の育成

③生産組織立ち上げ

④生産組織立ち上げ準備

⑤新規就農者

⑥農地の面的集積

3

3

3

3

2

1

3

1

1

2

1

22

22

22

22

16

1

22

1

5

9

6

10

33

33

33

33

6

9

33

12

33

3

2

20

24

8

6

25

4

30

30

30

30

7

9

8

6

12

9

11

3

7

15

2

8

56

56

56

56

28

56

5

56

1

53

28

30

20

34

5

5

3

3

3

4

十日町

56

松代

30

松之山

33

中里

22

川西

3

用水路・農道

などの管理

多面的機能を

増進する活動

生産性・収益

の 向 上 に

関する目標

担 い 手 の

定 着 に

関する目標

急傾斜対
象面積(㎡)
Ａ

緩傾斜対象・小
区画不整形対象
面積（㎡） Ｂ

対象面積合計
（㎡）Ａ＋Ｂ

交付金額計
（円）

左のうち、集落の
共同取組活動に使
用する交付金（円）

豊 里

東 田 沢

如 来 寺

上 山

朴 木 沢

市 之 越

白 羽 毛

程 島

東 田 尻

角 間

葎 沢

小 出

重 地

清 田 山

中 里 下 山

田 代

芋 沢

土 倉

倉 下

西 方

宮 中

堀 之 内

集 落 協 定 計

28

45

73

43

20

18

18

20

25

15

10

36

47

26

16

31

12

15

7

8

7

16

536

348,122 

216,101 

349,950 

154,860 

59,672 

56,834 

71,651 

140,365 

194,799 

126,078 

34,584 

314,626 

25,605 

249,149 

60,444 

71,482 

55,793 

165,064 

34,548 

54,736 

17,103 

68,898

2,870,464

0 

120,479 

0 

0 

0 

0 

3,668 

0 

1,703 

5,891 

9,193 

5,280 

155,048 

11,555 

805 

4,585 

512 

6,781 

14,941 

10,632 

0 

0

351,073

348,122 

336,580 

349,950 

154,860 

59,672 

56,834 

75,319 

140,365 

196,502 

131,969 

43,777 

319,906 

180,653 

260,704 

61,249 

76,067 

56,305 

171,845 

49,489 

65,368 

17,103 

68,898

3,221,537

7,310,562 

5,501,953 

7,348,950 

3,252,060 

1,253,112 

1,193,514 

1,534,015 

2,947,665 

4,104,403 

2,694,766 

799,808 

6,649,386 

1,778,089 

5,324,569 

1,275,764 

1,537,802 

940,578 

2,816,391 

675,977 

987,543 

287,319 

1,157,437

61,371,663

3,655,281 

2,750,977 

3,674,475 

2,052,060 

751,868 

596,757 

767,008 

1,544,015 

2,052,202 

2,155,812 

799,808 

3,989,632 

889,045 

2,662,285 

637,882 

768,901 

470,289 

1,408,195 

337,988 

493,711 

143,659 

578,718

33,180,568

A-1, A-5

A-1, A-5

A-5, A-10

B-1

A-1, A-5

A-1, A-5

A-1, A-5

A-5, A-10

A-1, A-10

B-1

A-1, A-10

A-1, A-7

A-1, A-5

A-1, A-5

A-5, A-10

A-1, A-10

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

川
西
地
域

仙田地区集落

千手地区集落

仁田中山間集

160

106

36

302

1,040,176 

771,860 

125,936

1,937,972

0 

0 

0 

0

21,843,696 

16,263,751 

2,644,593

40,752,040

13,106,678 

9,725,596 

1,586,838

24,419,112

体制整備
選択要件

A-2, A-5

B-2

A-2, A-7

1

2

3

集 落 協 定 計

1,040,176 

771,860 

125,936

1,937,972

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
の

実
施
状
況

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
の

実
施
状
況

中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況
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地
域
名

松
　
　
　
　
　
代
　
　
　
　
　
地
　
　
　
　
　
域

松
　
　
　
　
之
　
　
　
　
山
　
　
　
　
地
　
　
　
　
域

集落協定名

太 平

池 尻

蓬 平

清 水

犬 伏

孟 地

苧 島

中 子

片 桐 山

滝 沢

田 野 倉

仙 納

莇 平

寺 田

名 平

蒲 生

儀 明

福島・奈良立

室 野

星 峠

松 代

小 荒 戸

菅 刈

松 代 田 沢

千 年

南 部

会 沢

桐 山

竹 所

木 和 田 原

集 落 協 定 計

集 落 協 定 計

47

15

40

14

50

25

28

8

7

12

35

12

24

14

8

44

48

32

64

35

50

16

23

12

28

47

20

2

16

9

785

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

松之山・新山

兎 口

光 間

水 梨

小 谷

大 荒 戸

下 川 手

上 川 手

湯 山

湯 本

天 水 越

天 水 島

藤 倉

中 尾

上 鰕 池

下 鰕 池

坪 野

赤倉・東山

曽 根

上 の 山

新 田

湯 之 島

中立山・中原

月 池

豊 田

北 浦 田

西 之 前

黒 倉

東 川

五 十 子 平

藤 原

田 麦 立

坂 中

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

地
域
名

集落協定名

集 落 協 定 計

下 条 上 組

下 条 下 組

漉 野

慶 地

二 子

願 入

塩 野

花 水

轟 木

入 山

魚 之 田 川

新 水

三 ツ 山

四 ケ 村

枯 木 又

稲 葉

山 谷

樽 沢

名 ヶ 山

中 平

高 島

鉢

中 手

江道・猿倉

津 池

美 女 木

赤 倉

関 根

笹 之 沢

池 之 平

落 之 水

孕 石

椌 木

稲 子 平

六 箇 山 谷

麻 畑

田 麦

船 坂

水沢・馬場

漆 島

池 沢

鍬 柄 沢

当 間

当 間 上 村

姿

安 養 寺

伊 達

中 条 北 沢

栃 川

池 谷

蕨 平

浅 之 平

長 里

塩 之 又

野 中

大 石

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

十
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
町
　
　
　
　
　
　
　
　
市

協定参加
者数（人）

急傾斜対
象面積(㎡)
Ａ

緩傾斜対象・小
区画不整形対象
面積（㎡） Ｂ

対象面積合計
（㎡）Ａ＋Ｂ

交付金額計
（円）

左のうち、集落の
共同取組活動に使
用する交付金（円）

1,530,612 

1,097,236 

3,897,845 

1,080,303 

3,426,865 

1,480,872 

1,572,379 

562,794 

729,561 

909,764 

2,625,169 

1,030,179 

1,899,179 

1,459,725 

2,112,234 

2,982,592 

5,498,654 

1,873,083 

6,082,924 

10,013,870 

1,596,447 

310,545 

624,957 

275,617 

1,397,317 

3,564,862 

932,047 

182,448 

850,171 

1,046,357

62,646,608

3,061,200 

2,194,466 

7,795,673 

2,160,600 

6,853,707 

2,961,735 

3,144,742 

1,125,584 

1,459,118 

1,819,521 

5,250,315 

2,060,350 

3,798,347 

2,919,441 

4,224,467 

5,965,160 

10,997,286 

3,746,151 

12,165,819 

19,889,891 

3,192,852 

621,079 

1,249,889 

551,222 

2,794,616 

7,129,690 

1,864,077 

364,896 

1,700,327 

2,092,708

125,154,929

171,857 

131,331 

377,322 

113,828 

326,281 

141,035 

162,624 

57,641 

68,483 

90,554 

250,015 

104,225 

180,689

139,021 

208,156 

342,619 

530,015 

213,659 

604,307 

945,170 

194,867 

36,969 

74,579 

34,668 

190,148 

444,571 

110,957 

21,720 

102,146 

124,317

6,493,774

43,549 

43,345 

9,853 

17,676 

0 

0 

20,870 

6,529 

0 

11,253 

0 

9,875 

0 

0 

11,293 

94,603 

10,233 

56,976 

40,356 

0 

7,780 

0 

292 

3,000 

38,449 

32,606 

0 

0 

1,512 

0

460,050

128,308 

87,986 

367,469 

96,152 

326,281 

141,035 

141,754 

51,112 

68,483 

79,301 

250,015 

94,350 

180,689 

139,021 

196,863 

248,016 

519,782 

156,683 

563,951 

945,170 

187,087 

36,969 

74,287 

31,668 

151,699 

411,965 

110,957 

21,720 

100,634 

124,317

6,033,724

体制整備
選択要件

A-1, A-10

A-1, A-10

A-1, A-10

A-3, A-7

A-1, A-10

A-1, A-9

A-1, A-9

A-1, A-10

A-1, A-7

A-1, A-7

A-1, A-10

A-1, A-10

A-1, A-10

A-1, A-10

A-1, A-10

A-1, A-9

A-5, A-10

A-4, A-10

A-4, A-10

A-5, A-10

50

22

18

39

33

20

58

44

37

26

93

91

18

27

26

24

18

14

32

14

13

36

17

5

27

30

27

44

27

12

15

17

10

984

2,495,374 

1,772,551 

1,582,237 

2,971,492 

1,894,448 

1,797,117 

3,497,351 

2,742,702 

2,603,074 

2,184,711 

19,450,187 

7,825,857 

1,990,217 

1,777,118 

1,185,473 

1,340,783 

1,803,344 

985,571 

923,440 

617,943 

1,496,600 

2,695,208 

1,346,075 

624,425 

1,338,629 

965,620 

1,280,412 

3,220,462 

1,607,460 

1,023,109 

858,559 

1,404,930 

386,595

79,689,074

5,000,411 

3,566,247 

3,202,672 

5,966,408 

3,807,625 

3,622,459 

7,026,434 

5,489,990 

5,207,931 

4,396,801 

19,556,552 

11,179,791 

3,986,268 

3,554,229 

2,377,111 

2,681,553 

3,606,676 

1,644,198 

2,312,476 

1,235,884 

2,993,193 

5,414,026 

2,693,458 

1,255,653 

2,686,759 

1,959,806 

2,578,672 

6,466,457 

3,235,734 

2,046,210 

1,727,757 

2,819,967 

773,187

136,072,595

246,723 

172,276 

150,689 

305,083 

201,006 

172,752 

333,883 

262,009 

247,911 

208,067 

927,227 

532,371 

189,544 

169,249 

114,094 

127,693 

181,416 

78,220 

150,023 

67,314 

142,533 

262,497 

128,342 

59,469 

127,488 

93,511 

210,593 

306,710 

191,370 

121,804 

112,598 

176,008 

46,024

6,816,497

14,650 

5,593 

0 

35,675 

33,249 

2,582 

1,297 

1,293 

0 

0 

1,660 

0 

0 

0 

1,926 

0 

15,620 

0 

64,760 

13,670 

0 

9,387 

234 

0 

0 

2,500 

143,203 

0 

0 

0 

16,777 

14,133 

0

378,209

232,073 

166,683 

150,689 

269,408 

167,757 

170,170 

332,586 

260,716 

247,911 

208,067 

925,567 

532,371 

189,544 

169,249 

112,168 

127,693 

165,796 

78,220 

85,263 

53,644 

142,533 

253,110 

128,108 

59,469 

127,488 

91,011 

67,390 

306,710 

191,370 

121,804 

95,821 

161,875 

46,024

6,438,288

A-1, A-4

A-1, A-4

A-1, A-10

A-1, A-8

A-1, A-8

A-1, A-5

A-1, A-7

A-1, A-6

A-1, A-4

A-1, A-5

A-1, A-4

A-1, A-10

A-1, A-7

A-1, A-10

A-1, A-8

A-1, A-5

A-1, A-5

A-1, A-6

A-1, A-7

A-1, A-8

A-1, A-10

A-1, A-10

A-1, A-8

A-1, A-8

A-1, A-10

A-1, A-10

A-4,  A-8

A-1,  A-7

70

63

22

17

21

14

25

47

17

7

17

52

14

39

25

20

59

73

26

20

120

72

14

38

14

5

19

13

5

18

22

15

15

5

37

14

36

14

113

7

3

12

11

12

47

35

39

8

10

11

11

17

8

10

14

23

1,515

協定参加
者数（人）

急傾斜対
象面積(㎡)
Ａ

緩傾斜対象・小
区画不整形対象
面積（㎡） Ｂ

対象面積合計
（㎡）Ａ＋Ｂ

交付金額計
（円）

左のうち、集落の
共同取組活動に使
用する交付金（円）

7,795,228 

2,100,121 

1,473,497 

1,725,757 

2,908,176 

1,574,955 

1,590,908 

2,199,361 

1,042,121 

447,420 

1,631,047 

3,450,062 

1,450,316 

2,704,558 

2,441,310 

482,237 

2,144,868 

4,314,768 

1,213,810 

1,512,589 

1,926,968 

6,387,445 

1,088,147 

1,923,056 

612,404 

176,580 

2,535,020 

511,265 

530,303 

1,061,175 

3,048,332 

264,936 

1,517,291 

832,816 

1,055,898 

407,678 

2,494,171 

1,654,634 

3,427,217 

390,212 

200,058 

1,852,389 

1,158,534 

1,987,807 

4,669,372 

3,891,442 

1,449,819 

171,527 

420,081 

1,321,485 

196,104 

680,424 

2,004,173 

1,203,106 

1,840,422 

816,411

99,911,811

11,135,885 

4,200,179 

2,946,937 

3,451,449 

5,816,271 

3,149,865 

3,181,758 

4,398,681 

2,084,210 

813,472 

3,262,088 

6,899,987 

2,900,597 

5,409,081 

4,882,568 

964,446 

4,289,653 

8,629,292 

2,427,583 

3,025,110 

3,853,875 

10,645,519 

2,176,253 

2,747,117 

1,224,789 

353,158 

5,069,887 

1,022,511 

1,060,588 

2,122,305 

6,096,559 

264,936 

1,517,291 

1,665,594 

1,759,772 

815,341 

4,988,255 

3,309,220 

4,691,135 

780,402 

400,113 

2,646,187 

3,861,494 

2,839,621 

5,836,596 

4,632,489 

2,899,608 

343,047 

840,143 

2,642,941 

392,199 

680,424 

2,004,173 

2,406,157 

1,840,422 

1,632,835

175,932,068

610,073 

237,880 

172,592 

182,083 

288,630 

170,320 

179,570 

287,825 

120,474 

42,820 

170,108 

374,740 

139,532 

301,857 

243,019 

45,926 

254,573 

416,955 

144,661 

154,035 

242,068 

548,150 

125,286 

146,464 

59,107 

33,293 

249,685 

48,691 

54,151 

116,833 

311,797 

12,616 

74,002 

79,314 

101,028 

46,874 

275,803 

191,580 

302,064 

37,162 

19,053 

135,294 

185,965 

185,340 

303,233 

252,922 

215,148 

20,420 

56,660 

158,545 

53,223 

63,812 

133,881 

147,404 

146,388 

113,570

9,784,499

128,896 

61,177 

52,115 

28,638 

18,843 

32,835 

45,324 

126,588 

34,288 

6,596 

23,860 

74,581 

2,275 

71,532 

16,987 

0 

81,260 

9,751 

46,946 

16,125 

94,581 

66,587 

34,981 

25,279 

1,266 

26,615 

13,346 

0 

5,891 

25,476 

34,706 

0 

2,827 

0 

27,832 

13,001 

61,816 

54,920 

127,093 

0 

0 

14,999 

3,367 

80,963 

40,869 

52,221 

124,500 

0 

10,743 

1,980 

48,263 

37,653 

23,557 

6,748 

59,503 

26,451

2,026,651

481,177 

176,703 

120,477 

153,445 

269,787 

137,485 

134,246 

161,237 

86,186 

36,224 

146,248 

300,159 

137,257 

230,325 

226,032 

45,926 

173,313 

407,204 

97,715 

137,910 

147,487 

481,563 

90,305 

121,185 

57,841 

6,678 

236,339 

48,691 

48,260 

91,357 

277,091 

12,616 

71,175 

79,314 

73,196 

33,873 

213,987 

136,660 

174,971 

37,162 

19,053 

120,295 

182,598 

104,377 

262,364 

200,701 

90,648 

20,420 

45,917 

156,565 

4,960 

26,159 

110,324 

140,656 

86,885 

87,119

7,757,848

体制整備
選択要件

B-2

A-1, A-9

A-1, A-7

A-1, A-7

A-1, A-10

A-1, A-7

A-1, A-10

A-2, A-10

A-1, A-10

A-6, A-9

A-1, A-6

A-1, A-7

A-6, A-10

B-1

A-3, A-10

A-1, A-6

B-1

A-1, A-7

A-7, A-10

A-1, A-10

A-1, A-10

A-1, A-10

A-1, A-8

A-1, A-10

A-3, A-10

A-4, A-7

A-1, A-7

A-1, A-10

A-9, A-10

A-1, A-10

A-1, A-9

A-1, A-10

A-1, A-6

A-4, A-7

A-1, A-10

A-7, A-10

A-1, A-9

A-2, A-10

A-1, A-7

A-1, A-4

A-1, A-10

A-1, A-10

A-3, A-7

A-2, A-7

A-1, A-10

A-3, A-4

A-5, A-10

中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況中山間地域等直接支払制度の実施状況
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

７月22日g午後から始まる観音祭では、よさこい

演舞などの催し物や、大地の芸術祭前夜祭を彩る観

音祭花火大会などが盛大に行われます。また23日

aには、松苧太鼓をかわきりにマーチングパレード

のほか、縄文時代から現代までの農業の変遷をたど

る農耕歴史行列、稚児行列が行われ、その後、世田

谷サンバカーニバルが登場します。そのほかにも、

地元小学生がふるさと松代をテーマに描いた作品展

「ちびっこ芸術祭」や商工会女性部による「いっち

ょっぱ汁」の無料

サービスなどもあ

ります。

第３回大地の芸

術祭巡りは松代か

ら始めてみません

か。

松代観音祭稚児行列

メ
ダ
カ

十
日
町
市
消
防
団
中
里
方
面
隊
第
３
分
団

「
た
く
さ
ん
の
情
報
や
お
知
ら
せ
を
伝
え
た
い
」

守ろうね！交通ルール

サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
第
１
回
大
地
の
芸

術
祭
が
世
田
谷
交
流
10
周
年
の
年
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
松
代
地
区
の
芸
術
祭
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
世
田
谷
か
ら
応
援
団
と
し
て
参
加
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
第
２
回
大
地
の
芸
術
祭
に

も
参
加
し
、
毎
回
華
や
か
な
衣
装
と
熱
い
ダ
ン

ス
で
、大
地
の
芸
術
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

世
田
谷

サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
！

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催

第
３
回
大
地
の
芸
術
祭

松代観音祭
日時：7月22日G正午～23日A午後６時

第
３
回
大
地
の
芸
術
祭
の
松
代
地
区
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
、
７
月
23
日
a
の
松
代
観
音
祭
と
合

わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
世
田
谷
区
か
ら
区

民
応
援
団
も
訪
れ
、
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
を
披
露
し

ま
す
。
世
田
谷
区
と
旧
松
代
町
は
長
年
の
交
流
が
あ

り
、
区
民
ま
つ
り
で
は
松
代
の
物
産
を
販
売
に
行
っ

た
り
、
ま
つ
だ
い
緑
の
少
年
団
が
祖
師
谷
公
園
で
松

代
の
ブ
ナ
を
世
田
谷
区
の
小
学
生
と
植
樹
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
１
月
に
行
わ
れ
る
世
田
谷

新
年
こ
ど
も
ま
つ
り
で
は
、
ダ
ン
プ
で
雪
を
運
び
子

ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

第２回大地の芸術祭でのサンバカーニバル

祖師谷公園に松代のブナを植樹

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催

問合せ　松代町商工会内松代観音祭実行委員会
事務局　1５９７－２００６

ポンプ操法の実演

応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励応援団による激励

６
月
８
日
e
、
中
里
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
新
潟
県
消
防
大
会
ポ
ン
プ
操
法
競

技
会
出
場
チ
ー
ム
の
結
団
式
・
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
57
回
を
迎
え
る

こ
の
大
会
に
小
型
ポ
ン
プ
法
の
部
で
新
潟
県
消
防
協
会
十
日
町
地
区
支
会
の
代

表
と
し
て
、
十
日
町
市
消
防
団
中
里
方
面
隊
第
３
分
団
が
出
場
し
ま
す
。

激
励
会
で
は
、
地
元
消
防
応
援
団
に
よ
る
力
強
い
激
励
を
う
け
、
そ
の
後
、

出
場
選
手
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
の
実
演
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
の
連
休
明
け
か
ら
練
習
を
開

始
し
て
お
よ
そ
１
か
月
が
経
過
。
最

近
は
毎
晩
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

細
か
な
動
き
、
機
敏
さ
、
正
確
さ
、

そ
し
て
タ
イ
ム
な
ど
ま
だ
ま
だ
訓
練

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
あ
る

も
の
の
、
８
月
６
日
a
の
本
番
に
向

け
て
日
々
訓
練
に
励
み
ま
す
。

しっかり手を
上げて渡ろう

６月７日d、清津峡小学校で交通安全教室が開催され、

同校の児童11人が参加しました。この日は、市の交通指導

員や倉俣駐在所の警察官が来校し、横断歩道の渡り方や自

転車の乗り方などの指導がありました。模擬信号機を使っ

た横断歩道の渡り方の指導では、信号が青になってすぐに

道路を渡ろうとする児童に、「必ず左右の安全確認をしてか

ら渡りましょう」と指導する場面もありました。その後の

自転車の乗り方では、自分でできる簡単な点検の仕方や安

全な乗り方を学び、グラウンド内や周辺道路を走ってみま

した。

安全教室を終えた児童は、「自転車の乗り方や横断歩道の

渡り方はとても

勉強になりまし

た。教えてもら

ったことを忘れ

ないようにした

いです」と感想

を話していまし

た。

交
通
安
全
協
会
中
里
西
支
部
と
地
区
振
興
会
が

協
力
し
、
第
一
地
区
振
興
会
の
６
集
落
（
芋
沢
・

田
沢
本
村
・
東
田
沢
・
豊
里
・
如
来
寺
・
桂
集
落
）

と
小
原
・
干
溝
集
落
の
計
８
集
落
の
道
路
沿
い
な

ど
に
お
知
ら
せ
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
看

板
は
交
通
安
全
の
ポ
ス
タ
ー
や
地
域
行
事
の
お
知

ら
せ
、
学
校
行
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
お
知
ら
せ
に

活
用
し
て
ほ
し
い
と
設
置
し
た
も
の
で
す
。
第
一

地
区
振
興
会
長
の
柳
良
二
さ
ん
は
、「
５
市
町
村
合

併
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
中
里
地
域
だ
け
で
な
く

他
の
地
域
の
情
報
な
ど
幅
広
い
エ
リ
ア
の
お
知
ら

せ
も
た
く
さ
ん
掲
示
し
て
い
き
た
い
」
と
活
用
方

法
に
つ
い
て
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

桂
集
落
に
あ
る
お
知
ら
せ
看
板

第３回大地の芸術祭協賛
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今
か
ら
ず
〜
っ
と
昔
の
こ
と
、

千
手
の
水
口
沢
村
に
吉
左
衛
門
と

い
う
百
姓
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
吉
左
衛
門
は
愛
馬
を

連
れ
て
大
谷
の
堤
の
あ
た
り
に

草
刈
り
に
出
か
け
ま
し
た
。

天
気
も
よ
く
、
草
刈
り
は
順

調
に
進
み
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

吉
左
衛
門
が
刈
っ
た
草
を
馬
の

背
に
付
け
よ
う
と
し
た
と
き
で

す
。
そ
れ
ま
で
晴
れ
わ
た
っ
て

い
た
空
が
一
天
に
わ
か
に
か
き

曇
り
、
一
気
に
雲
が
空
を
覆
っ

て
ま
る
で
夜
の
よ
う
に
暗
く
な

り
ま
し
た
。

ピ
カ
！
ば
り
ば
り
、
ど
ど
ー

ん
！
。
天
を
引
き
裂
き
あ
た
り

を
真
っ
白
に
す
る
よ
う
な
稲
妻

に
打
た
れ
、
吉
左
衛
門
は
馬
も
ろ

と
も
十
数
メ
ー
ト
ル
も
吹
っ
飛
ば

さ
れ
て
気
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。し
ば
ら
く
し
て
気
が
付
く
と
、

あ
た
り
は
ま
た
い
い
天
気
に
戻
り
、

馬
は
何
ご
と
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
草
を
は
ん
で
い
ま
し
た
。
吉

左
衛
門
は
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
よ
う

な
思
い
で
家
に
帰
り
ま
し
た
。

そ
の
日
か
ら
馬
は
身
ご
も
り
、

月
満
ち
て
玉
の
よ
う
な
駿
馬
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

吉
左
衛
門
は
、
「
こ
ら
た
だ
の

馬
じ
ゃ
ね
な
。
き
っ
と
稲
妻
に
打

た
れ
た
と
き
龍
が
宿
っ
た
ん
だ
」

と
、
子
馬
を
「
龍
馬
」
と
名
付
け

ま
し
た
。
ほ
ど
な
く
、
龍
馬
は
ど

の
馬
よ
り
も
早
く
走
り
、
高
く
跳

ぶ
馬
に
成
長
し
ま
し
た
。３
年
後
、

ほ
か
の
馬
と
と
も
に
龍
馬
は
馬
市

に
出
さ
れ
ま
し
た
。

馬
市
で
は
、「
こ
っ
け
の
馬
は
見

た
こ
と
ね
。
山
内
一
豊
が
カ
カ
（
千

代
）
か
ら
買
っ
て
も
ら
っ
た
馬
よ

り
百
倍
も
い
い
馬
だ
！
」
と
、
龍

馬
の
あ
ま
り
の
立
派
さ
に
気
後
れ

し
て
、
だ
れ
も
値
を
付
け
る
者
が

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

評
判
を
聞
い
た
上
杉
謙
信
は
、

早
速
家
来
を
遣
わ
し
て
龍
馬
を

買
い
上
げ
ま
し
た
。
謙
信
は
龍

馬
を
一
目
見
て
気
に
入
り
、
名

を
「
放ほ
う

生
し
ょ
う

」
と
改
め
て
愛
馬
に

し
ま
し
た
。
川
中
島
の
合
戦
で

謙
信
が
単
騎
で
武
田
信
玄
の
本

陣
に
斬
り
込
む
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
こ
の
放
生
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

吉
左
衛
門
は
、
龍
馬
を
育
て

た
功
に
よ
り
謙
信
か
ら
た
く
さ

ん
の
ほ
う
美
を
も
ら
い
、
千
手

で
は
馬
市
を
開
く
こ
と
が
許
さ

れ
ま
し
た
。

以
来
千
手
で
は
毎
年
８
月
に
馬

市
が
開
か
れ
、
た
い
そ
う
繁
盛
し

ま
し
た
。
千
手
中
央
通
り
の
道
幅

が
広
い
の
は
、
両
側
に
市
が
立
っ

て
い
た
と
き
の
名
残
り
で
す
。

「
龍

り
ゅ
う

馬め

」
の
巻

（
千
手
）

田
邊
貴
大
さ
ん
│
│
男
女
が
お
互
い
を
認
め
合

い
、
活
動
し
た
こ
と
で
ク
ラ
ス
が
ま
と
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
今
野
菜
の
栽
培
を
し
て
い
る
ん
で

す
が
、
み
ん
な
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
去
年
は
体
育
祭
や
文
化
祭
で
１
つ
も
賞
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
最

後
の
学
年
だ
し
、
こ
の
ク
ラ
ス
で
１
つ
で
も
い

い
か
ら
賞
を
取
り
た
い
。
で
き
れ
ば
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
ゲ
ッ
ト
し
た
い
で
す
。

佐
藤
政
幸
先
生
│
│
仲
間
意
識
が
強
い
ク
ラ
ス

だ
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
が
り
の

と
こ
ろ
も
あ
る
か
な
。
卒
業
そ
し
て
進
学
ま
で

あ
と
９
か
月
。
最
後
の
地
区
大
会
が
終
わ
っ
て

ひ
と
区
切
り
つ
い
た
ら
、
部
活
へ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
勉
強
に
向
け
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

み
ん
な
に
は
夢
を
持
っ
て
ほ
し
い
な
あ
。
限
界

や
壁
を
作
ら
ず
に
「
自
分
の
夢
」
を
見
つ
け
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
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“一度言ったことは投げ出さない。自分の言

ったことに責任を持とう”と、決めたクラス目

標は「有言実行」。２年生の道徳の時間に先生

の提案で男女の交流を持ったことで、男女分け

隔てなく仲の良いクラスになりました。去年か

ら始めた「残飯０運動」は、目標の100日をク

リアし現在記録更新中。卒業まで３年２組男子

16人女子19人、一人ひとりが頑張ります。

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん

「
朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
く
る
と
学

力
テ
ス
ト
の
成
績
が
良
い
」
…
ま
さ

か
！
で
も
、
本
当
な
の
で
す
。
県
教

育
委
員
会
が
学
力
テ
ス
ト
と
同
時
に

生
活
習
慣
調
査
を
行
っ
た
結
果
の
結

論
で
す
。

朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
に
は
時
間
の

余
裕
を
も
っ
て
起
き
る
。
そ
の
た
め

に
は
前
夜
き
ち
ん
と
就
寝
す
る
。
食

事
を
し
な
が
ら
親
子
の
会
話
も
す
る
。

要
は
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
き
ち
ん

と
で
き
て
い
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

い
う
の
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
冒
頭

の
言
葉
は
納
得
で
き
ま
す
。

今
、
食
育
基
本
法
の
制
定
に
基
づ

い
て
、「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
国
民
運
動
と

し
て
提
言
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

食
べ
る
こ
と
が
法
律
に
な
る
の
？

と
ん
で
も
な
い
と
思
う
反
面
、
そ
こ

ま
で
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
の

か
と
、
あ
然
た
る
思
い
で
す
。
確
か

に
、
あ
い
さ
つ
も
近
所
と
の
か
か
わ

り
も
み
ん
な
昔
の
よ
う
で
は
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

社
会
性
や
心
の
育
成
、
家
庭
教
育

の
あ
り
方
、
読
書
の
す
す
め
、
体
力

増
強
、
食
育
…
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し

く
提
言
さ
れ
る
昨
今
で
す
。
何
か
が

抜
け
て
し
ま
っ
た
た
め
に
次
か
ら
次

へ
と
課
題
が
生
じ
て
い
る
感
じ
が
し

て
な
り
ま
せ
ん
。

掃
除
が
嫌
い
な
の
も
個
性
だ
か
ら

し
な
く
て
よ
い
、
好
き
な
も
の
を
好

き
な
と
き
に
食
べ
て
い
る
の
が
幸
せ
、

あ
い
さ
つ
し
た
く
な
い
人
に
は
し
な

い
こ
と
も
勝
手
、
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム

は
時
間
に
限
り
な
く
見
放
題
・
や
り

放
題
。
豊
か
な
物
質
文
明
の
中
で
大

切
な
も
の
を
切
り
落
し
て
い
っ
て
い

る
。
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
乱
れ
の

中
で
、
様
々
な
問
題
が
浮
上
し
て
き

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

「
十
日
町
に
は
ま
だ
温
か
い
人
間

関
係
・
良
い
習
慣
が
あ
る
」
と
よ
そ

か
ら
来
た
人
は
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
財
産
が
あ
る
う
ち
に
、
子
ど
も

た
ち
に
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
し
っ

か
り
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
、
皆

さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

〈
十
二
〉
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■
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
は
市
内
公
共
施
設

な
ど
98
か
所
を
結
ぶ
光
高
速
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
す
る
と
、
市
内
各
施
設
に
設
置
さ
れ
た
キ

オ
ス
ク
端
末
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
用
端
末
（
市

報
５
月
10
日
号
で
紹
介
）に
触
れ
る
こ
と
で
、

今
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
な
じ
み
の
な

い
人
で
も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
最

新
の
情
報
を
簡
単
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
用
端
末
は
、
通

常
時
に
は
住
民
用
の
情
報
検
索
端
末
と
し
て

利
用
し
ま
す
が
、
災
害
時
に
は
公
共
施
設
へ

避
難
を
し
た
人
の
本
人
確

認
な
ど
、
テ
レ
ビ
電
話
と

し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
整
備
事
業
に
よ
り
、

情
報
館
ま
で
足
を
運
ば
な

く
て
も
、
近
く
の
公
民
館

な
ど
で
情
報
館
の
図
書
の

検
索
・
貸
出
・
本
の
回
送

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
本
庁
・

各
支
所
を
高
速
通
信
回
線

で
つ
な
い
だ
こ
と
で
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。現
在
は
、

市
役
所
全
庁
に
か
か
わ
る
会
議
な
ど
に
利
用

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

本
庁
に
足
を
運
ば
な
く
て
も
簡
易
な
相
談
な

ど
を
本
庁
と
支
所
と
の
間
で
可
能
に
す
る
シ

ス
テ
ム
と
し
て
活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

■
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

〜
地
域
情
報
化
に
向
け
て
〜

市
で
は
、
こ
の
情
報
通
信
基
盤
を
も
と
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
「
安
心
・
安
全
・
便
利

な
ま
ち
づ
く
り
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
地

域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
で
敷
設
し
た

光
ケ
ー
ブ
ル
を
各
家
庭
ま
で
伸
ば
し
、
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
情
報
通
信
基
盤
を

整
備
す
る
計
画
で
す
。
秋
ま

で
に
、
「
十
日
町
市
情
報
化

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
作

成
し
て
４
つ
の
柱
を
具
体
化

し
、
光
ケ
ー
ブ
ル
で
で
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
展

開
を
図
り
ま
す
。

VOL.2

※
次
回
は
、
情
報
化
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

平
成
17
年
に
整
備
し
た

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

テレビ会議の様子
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芸術祭を100倍楽しむために

スキルアップを目指して

汗
と
ア
ー
ト
に
価
値
が
あ
る

バ
・
歌
劇
で
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
Y

tokamachi topics

g a

e

美人林で第50回松之山探鳥会

設
立
後
初
の
観
光
協
会
総
会

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。
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がんばれニッポン！ イデモ フルヴァツカ！

a

f

g

ク ロ ア チ アがんばれ
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７
６
８
│
３
７
４
０
）

プ
ロ
か
ら
直
接
個
人
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
ら
れ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
原

則
４
回
受
講
可
能
な
人
が
対
象
で
す
。

●
日
時
＝
①
８
月
６
日
a
②
９
月
３

日
a
③
10
月
１
日
a
④
11
月
11
日
g

：

午
後
１
時
〜
４
時
●
会
場
＝
中
央

公
民
館
●
楽
器
・
講
師
＝
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
‥
岡
野
等
氏
、
サ
ッ
ク
ス
‥
三

木
俊
雄
氏
●
受
講
料
＝
１
回
に
付
き

２
、
０
０
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
７
月
10
日
b
ま
で
に
生
涯
学
習
課

（
1
７
５
７
│
８
９
１
８
）

●
日
時
＝
７
月
８
日
g
午
前
10
時
〜

午
後
８
時
30
分
・
９
日
a
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
市
民
体
育
館

●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
中
央

公
民
館
（
1
７
５
７
│
５
０
１
０
）

第
３
回
大
地
の
芸
術
祭
の
川
西
地

区
に
関
係
す
る
作
家
と
関
係
者
の
交

流
会
で
す
。
●
日
時
＝
７
月
21
日
f

午
後
６
時
〜
９
時
●
会
場
＝
中
子
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
●
参
加
費
＝
２
、
０

０
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月

15
日
g
ま
で
に
清
水
フ
ー
ド
だ
い
も

店
（
1
７
６
８
│
３
６
３
０
）

歩
行
者
天
国
に
は
、
林
剛
人
丸
さ

ん
な
ど
多
数
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
参

加
予
定
で
す
。
●
大
竹
飾
り
・
園
児

の
短
冊
展
示
＝
７
月
11
日
c
ま
で
●

歩
行
者
天
国
＝
７
月
７
日
f
・
８
日

g
午
後
７
時
〜
10
時
●
問
合
せ
＝
今

井
酒
店
（
1
７
５
２
│
２
９
５
４
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

中
で
す
。
●
日
時
＝
７
月
９
日
a
午

前
11
時
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
コ
モ

通
り
歩
行
者
天
国
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
青
山
商
店
・
鈴
木
（
1
７
５
２

│
２
１
９
１
）

●
日
時
＝
７
月
９
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
１
時
●
会
場
＝
ふ
る
さ
と
会
館

（
松
代
駅
舎
内
）●
定
員
＝
２
０
０
人

●
参
加
費
＝
５
０
０
円
●
講
師
＝
若

井
明
夫
氏
‥
〜
発
想
を
変
え
れ
ば
お

も
し
ろ
い
！
〜
有
機
農
業
・
ど
ぶ
ろ

く
・
農
家
民
宿
・
農
業
体
験
」、
樋
口

正
夫
氏
‥
「
あ
お
ぎ
り
物
語
〜
春
夏

秋
冬
〜
不
耕
起
栽
培
の
野
菜
づ
く
り

へ
の
挑
戦
！
」
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
「
十
日
町
E
M
研
究
会
」
事
務
局

小
林
（
1
７
５
７
│
８
８
９
１
）

立
山
三
山
（
浄
土
山
・
立
山
・
別

山
）
へ
の
１
泊
登
山
で
す
。
●
日
時

＝
７
月
29
日
g
〜
30
日
a
●
参
加
費

＝
大
人
２
５
、
５
０
０
円
●
定
員
＝

先
着
40
人
●
申
込
み
＝
７
月
10
日
b

ま
で
に
中
央
公
民
館
（
1
７
５
７
│

５
０
１
１
）
●
問
合
せ
＝
お
だ
ま
き

山
の
会
・
宮
沢
健
二
（
1
０
９
０
│

９
６
３
０
│
４
９
４
６
）

●
日
時
＝
７
月
10
日
b
午
前
11
時
〜

午
後
２
時
●
会
場
＝
千
年
の
湯
●
参

加
費
＝
１
、
０
０
０
円
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
７
月
５
日
d
ま
で
に
平
野

（
1
７
６
８
│
２
９
０
８
）

●
日
時
＝
７
月
30
日
a
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
西
小
学
校

プ
ー
ル
●
参
加
資
格
＝
市
民
ま
た
は

市
内
通
勤
・
通
学
者
●
競
技
種
目
＝

①
競
泳
の
部
‥
別
表
②
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
部
‥
宝
さ
が
し
、
１
０
０

m
リ
レ
ー
（
小
学
４
年
以
下
、
小
学

５
・
６
年
、
一
般
の
３
ク
ラ
ス
）、
着

衣
水
泳
リ
レ
ー
●
参
加
費
＝
一
人
４

０
０
円
（
保
険
料
含
む
）
●
申
込
み

＝
７
月
14
日
f
ま
で
に
、
参
加
費
を

添
え
て
申
込
み
用
紙
（
申
込
み
先
に

配
置
）
を
総
合
体
育
館
ま
た
は
十
日

町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
へ
提
出
●
問
合
せ
＝
市
水
泳
協

^
呆
け
老
人
を
か
か
え
る

家
族
の
会
の
集
い

●
日
時
＝
①
７
月
６
日
e
②
７
月
21

日
f
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分
●

会
場
＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
●
対

象
者
＝
妊
婦
お
よ
び
そ
の
家
族
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
母
子

保
健
係
（
内
線
１
２
２
）

早
期
の
ぼ
け
は
生
活
改
善
で
回
復

し
ま
す
。
高
齢
化
社
会
を
い
き
い
き

と
生
き
る
た
め
の
講
演
会
で
す
。
●

日
時
＝
７
月
５
日
d
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
松
之
山
自
然

休
養
村
セ
ン
タ
ー
●
入
場
料
＝
無
料

●
講
師
＝
高
槻
絹
子
氏
（
エ
イ
ジ
ン

グ
ラ
イ
フ
研
究
所
副
所
長
）
●
問
合

せ
＝
松
之
山
支
所
健
康
福
祉
課
高
齢

福
祉
係
（
1
５
９
６
│
２
１
６
９
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
８
日
g
・
15
日
g
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
●
会
場
＝

加
賀
書
院
●
問
合
せ
＝
加
賀
書
院

（
1
７
５
２
│
２
１
１
４
）

●
日
時
＝
７
月
22
日
g
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
主

催
＝
N
P
O
T
A
S
C
（
児
童
文
化
）

●
問
合
せ
＝
加
賀
書
院
（
1
７
５
２

│
２
１
１
４
）

●
日
時
＝
【
歴
代
優
勝
者
大
会
】
７

月
１
日
g
午
後
５
時
〜
【
日
本
一
優

勝
大
会
】
７
月
２
日
a
午
前
９
時
30

分
〜
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
入
場
料

＝
１
、
０
０
０
円
（
両
日
共
通
）
●

問
合
せ
＝
十
日
町
観
光
協
会
（
1
７

５
７
│
３
３
４
５
）

●
期
間
＝
７
月
５
日
d

〜
19
日
d

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
初
日

は
午
前
11
時
〜
）
※
10
日
b
・
18
日

c
は
休
館
●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場

料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
観
光
交
流
課

（
1
７
５
７
│
３
１
０
０
）

た
ま
に
は
演
劇
を
見
に
で
か
け
ま

せ
ん
か
。
●
日
時
＝
①
７
月
15
日
g

午
後
７
時
〜
（
開
場
６
時
30
分
）
②

16
日
a
午
後
２
時
〜
（
開
場
１
時
30

分
）
●
会
場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
●
入
場
料
＝
８
０
０

円
（
当
日
１
、
０
０
０
円
）
※
高
校

生
以
下
無
料
●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝
千

手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・

中
央
公
民
館
●
問
合
せ
＝
劇
団
御
の

字
事
務
局
（
1
７
５
２
│
５
１
７
７
）

●
日
時
＝
７
月
９
日
a
午
前
10
時
〜

●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
内
容
＝
サ
イ

コ
ロ
ゲ
ー
ム
・
飲
食
店
・
ベ
ス
ト
パ

ー
ト
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
・
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
な
ど
●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー

レ
（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

●
日
時
＝
７
月
２
日
a
午
後
１
時
30

分
〜
（
開
場
１
時
）
●
会
場
＝
市
民

会
館
●
入
場
料
＝
５
０
０
円
※
中
学

生
以
下
無
料
●
出
演
団
体
＝
が
ち
ょ

う
の
会
、
翠
染
会
、
ほ
く
え
つ
和わ

楽

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
、
十
日
町
市
民
合
唱

団
、
双
葉
会
ほ
か
●
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
1
７
５
７
│
８
９
１
８
）

終
了
後
に
は
歌
と
ピ
ア
ノ
の
無
料

コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。
●
日

時
＝
７
月
９
日
a
午
前
10
時
〜
11
時

●
会
場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
●
対
象
者
＝
お
お
む
ね
３

歳
〜
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者
※
幼
児

１
人
に
対
し
て
保
護
者
１
人
●
参
加

費
＝
１
家
族
３
０
０
円
●
講
師
＝
星

名
美
和
子
さ
ん
●
持
ち
物
＝
運
動

靴
・
着
替
え
な
ど
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
７
月
５
日
d
ま
で
に
小
幡
（
1

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ
ろ
ば

親
子
体
操

第
25
回
十
日
町
小
唄

日
本
一
優
勝
大
会

第
12
回
十
日
町
ジ
ャ
ズ

ク
リ
ニ
ッ
ク

第
18
回
十
日
町
市
民
音
楽
祭

劇
団
御
の
字
第
３
回
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演

「
恋
愛
科
学
研
究
所
」

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

十
日
町
お
や
こ
劇
場

お
は
な
し
て
ん
こ
も
り

か
え
っ
こ
シ
ョ
ッ
プ

問合せ スポーツ振興課1752-4377

※詳細はホームページでチェック！

▲期間 6月26日B～7月2日A

▲会場 クロアチアピッチ

▲宿泊 ベルナティオ

アルビレックス新潟
十日町市キャンプ

ハ
ロ
ー
Ｍ
ａ
Ｍ
ａ
ス
ク
ー
ル

お
だ
ま
き
山
の
会

市
民
登
山

駅
通
り
七
夕
ま
つ
り
開
催
中

E
M
な
か
ま
の
勉
強
会

第
27
回
か
が
や
く
コ
モ
通
り

お
か
め
市

総合体育館では、運動経験がない人でも安心して楽しく体力づくりができるよう、
教室や無料体験講座を開催しています。下記講座の２期参加者を募集中です。

内　容

時　間

２期開
催期間

ソフトエアロビクス教室
【１コース10回】

足腰への負担の少ない
運動で、高齢者や初め
ての人でも安心して参
加できます。
【対象＝15歳以上、

中学生不可】

初心者から慣れてきた
人を対象に、徐々にレ
ベルをあげていく基本
的な教室です。
【対象＝15歳以上、

中学生不可】

月曜日【昼】
午前10時～11時15分

木曜日【夜】
午後７時30分～８時45分

７月3日～9月25日
※7月17日・8月14日・9月18日除く

７月6日～９月14日
※8月24日除く

エアロビクス教室
【１コース10回】

けんこつ体操教室
【１コース10回】

寝たきりにならないよ
うに、筋肉や骨、脳を
刺激し、体をきたえる
運動をします。
【対象＝
おおむね50歳以上】

金曜日【昼】
午前10時～11時15分

７月7日～９月15日
※8月25日除く

費　用
参加費（１コース分）2,000円

施設使用料（毎回）200円または定期券
※屋内施設の定期券をお持ちの人は参加費のみ

ィットネス　　　ってみようディ！
申込み・問合せ
総合体育館

（1752─4377）
やフ

市
民
水
泳
競
技
大
会

認
知
症
予
防
講
演
会

〜
ぼ
け
は
防
げ
る
・
治
せ
る
〜

第
15
回
十
日
町
市
芸
術
協
会

会
員
展
・
美
術
館
建
設
基
金

チ
ャ
リ
テ
ィ
展

大
地
の
芸
術
祭

川
西
地
区
作
品
関
係
者
交
流
会

キ
ナ
ー
レ
３
周
年
ま
つ
り

●問合せ

～農家の皆さんへ～

「農業所得状況」の提出に
ご協力を！

①競泳の部（各種目　男子、女子） ※１人２種目まで

種目ｍ
クラス

小学４年生まで

小学５年生

小学６年生

中学・高校生

一般（45歳未満)

一般（45歳以上)

（数字は競技順）

自由形 平泳ぎ 背泳ぎ バタフライ
25 25 25 2550 50 50 50
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◯

◯

33

34

35

36
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12

13

14

15

29

30

31

32

6

7

8

9

10

25

26

27

28

1

2

3

4

5

21

22

23

24

ク
ロ
ア
チ
ア
現
代
絵
画
展
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が
あ
り
、
納
付
猶
予
制
度
に
は
、
30

歳
未
満
の
人
を
対
象
に
し
た
「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
制
度
も
前
年
の
所
得
を
基

準
と
し
て
審
査
し
ま
す
。
18
年
度
免

除
ま
た
は
猶
予
を
希
望
す
る
人
は
、

７
月
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
※
４
分
の

１
・
４
分
の
３
免
除
制
度
は
、
７
月

か
ら
新
規
に
拡
充
さ
れ
る
制
度
で
す

●
申
請
・
問
合
せ
＝
保
険
年
金
課
年

金
係
（
内
線
１
６
８
）
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課

６
月
は
市
・
県
民
税
第
１
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
３
期
及
び
介
護
保

険
料
第
３
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝

税
務
課
・
保
険
年
金
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日
※
17
日

（
海
の
日
）
開
館
・
18
日
c
休
館

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
※
17
日

（
海
の
日
）
開
館
・
18
日
c
休
館

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
毎
月
第
２
・

４
水
曜
日

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

※
６
月
10
日
号
８
ペ
ー
ジ
の
体
育
施

設
使
用
料
一
覧
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ

パ
レ
ス
川
西
の
ゴ
ル
フ
場
は
、
現
在

休
止
中
で
す
。
使
用
可
能
に
な
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

県
が
定
め
た
基
準
に
適
合
し
た
越

後
ス
ギ
ブ
ラ
ン
ド
材
を
使
用
し
て
住

宅
を
再
建
す
る
場
合
に
助
成
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
＝
一
部
損
壊
以
上
の

り
災
証
明
書
を
有
す
る
人
に
住
宅
を

供
給
す
る
大
工
・
工
務
店
な
ど
●
補

助
金
額
＝
住
宅
再
建
に
必
要
な
部
材

購
入
費
の
う
ち
新
潟
県
産
ス
ギ
購
入

経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
20
万
円
以

上
１
０
０
万
円
を
上
限
●
条
件
＝
①

越
後
ス
ギ
ブ
ラ
ン
ド
を
延
べ
床
面
積

１
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
０
・
07
立

方
メ
ー
ト
ル
以
上
使
用
し
た
住
宅
②

中
越
大
震
災
に
お
い
て
災
害
救
助
法

お
よ
び
激
甚
災
害
法
が
適
用
さ
れ
た

地
域
で
の
住
宅
再
建
で
あ
る
こ
と
●

期
間
＝
平
成
21
年
度
ま
で
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
農
林
課
林
政
農
災
係

（
1
内
線
２
４
２
）

ご
み
を
分
別
す
る
こ
と
で
、
ご
み

の
減
量
化
や
資
源
化
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
や

ご
み
の
種
別
を
間
違
え
て
出
し
て
い

る
も
の
は
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
ご
み
カ

レ
ン
ダ
ー
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
環
境
衛
生
課
（
1

７
５
２
│
３
９
２
４
）

会
・
阿
部
（
1
７
５
２
│
５
５
８
３
）

●
勤
務
期
間
＝
７
月
13
日
e
〜
８
月

28
日
b
●
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
６
時
30
分
（
８
月
13
日
a

以
降
は
５
時
30
分
ま
で
）
※
交
代
勤

務
●
募
集
人
数
＝
12
人
程
度
●
応
募

資
格
＝
18
歳
（
高
校
生
不
可
）
〜
29

歳
で
期
間
中
継
続
し
て
勤
務
で
き
、

体
力
・
水
泳
能
力
に
自
信
が
あ
る
健

康
な
人
●
賃
金
（
時
給
）
＝
７
５
０

円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月
７
日

f
（
郵
送
の
場
合
必
着
）
ま
で
に
、

履
歴
書
を
総
合
体
育
館
（
1
７
５
２

│
４
３
７
７
）
に
提
出

３
月
に
公
表
し
た
行
政
改
革
大
綱

の
具
体
的
取
組
を
ま
と
め
た
重
点
改

革
プ
ラ
ン
の
試
案
に
つ
い
て
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。
●

試
案
の
閲
覧
場
所
＝
①
本
庁
総
合
政

策
課
・
支
所
地
域
振
興
課
②
公
民
館

③
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
●
期
間
＝
６

月
26
日
b
〜
７
月
20
日
e
●
送
付

先
・
問
合
せ
＝
総
合
政
策
課
行
革
協

働
係
（
内
線
２
２
９
）

農
家
や
地
域
が
元
気
に
な
り
、
市

民
か
ら
親
し
ま
れ
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
募
集
し
ま
す
。
●
応
募
資
格
＝

十
日
町
市
民
ま
た
は
市
内
の
事
業
所

に
勤
務
し
て
い
る
人
●
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
の
基
準
＝
次
の
も
の
は
除
き
ま

す
。
①
他
商
標
と
類
似
の
も
の
②
政

治
的
・
宗
教
的
内
容
お
よ
び
こ
れ
に

類
似
す
る
も
の
③
個
人
や
団
体
を
特

定
す
る
も
の
④
そ
の
ほ
か
公
序
良
俗

に
反
す
る
も
の
●
応
募
方
法
＝
①
期

間
‥
７
月
３
日
b
〜
31
日
b
（
消
印

有
効
）
②
方
法
‥
は
が
き
・
封
書
・

E
メ
ー
ル
※
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
無
効
③

記
載
内
容
‥
デ
ザ
イ
ン
と
作
成
理

由
・
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
④
応
募
点
数
‥
１
枚
に
つ

き
１
点
※
複
数
応
募
可
●
選
考
方

法
＝
農
業
元
気
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ

る
選
考
委
員
会
で
決
定
●
賞
品
＝
魚

沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
●
マ
ー
ク
に

関
す
る
権
利
＝
応
募
し
た
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
案
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は

十
日
町
市
に
帰
属
し
ま
す
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
市
農
業
元
気

セ
ン
タ
ー
（
農
林
課
内
内
線
２
８
０
）

E
メ
ー
ル

th
-n
o
rin
@
c
ity
.to

k
a
m
a
c
h
i.n
iig
a
ta
.jp

７
月
は
「
愛
の
献
血
助
け
合
い
運

動
」
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

病
気
や
事
故
で
の
治
療
に
使
わ
れ
る

輸
血
用
血
液
は
、
す
べ
て
善
意
の
献

血
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
輸
血

用
血
液
は
長
期
保
存
が
で
き
な
い
た

め
、
１
年
を
通
じ
て
安
定
し
た
量
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
継
続
的
な
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
健
康

支
援
課
地
域

医
療
係
（
内

線
１
２
８
）

魚
沼
地
域
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
る
基
幹
病
院
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
７

月
２
日
a
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
●

会
場
＝
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学

院
（
南
魚
沼
市
・
旧
大
和
町
）
●
入

場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
魚
沼
市
地

域
医
療
対
策
室
（
1
０
２
５
│
７
９

７
│
４
８
０
３
）

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
理
由
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
の
た
め

に
、
申
請
し
承
認
さ
れ
れ
ば
保
険
料

が
免
除
ま
た
は
猶
予
に
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
免
除
制
度
に
は
、「
全

額
免
除
制
度
」
と
「
一
部
（
半
額
・

４
分
の
１
・
４
分
の
３
）
免
除
制
度
」

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

越
後
杉
で

家
づ
く
り
復
興
支
援

よい歯の子 住 所　　保護者

本庁で5月の３歳児健診を受けた子40人

むし歯のないよい歯の子

（稲荷町2）

（袋町中）

（新座4-1）

（四日町新田1）

（四日町新田1）

（四日町中原）

（本町1下）

（下条中央通り）

（川治上町2）

（中村）

（城之古1）

（北鐙坂1）

（下条本町）

（元町）

（みのり団地）

（荒屋）

（山崎）

亮

洋

和彦

正樹

正憲

裕子

武彦

孝

学

進一

淳司

寿彦

英雄

和弘

修

直樹

博康

a 橋 　 新
あらた

本 田 美
み

鈴
すず

星 野 果
か

子
こ

山 田 眞
ま

由
ゆ

姫
き

大 島 楓
ふう

也
や

志 賀 　 陸
りく

Z 沢 慎
しん

太
た

郎
ろう

田 村 愛
あい

子
こ

酒 井 治
はる

大
と

鈴 木 亜
あ

依
い

小 林 日
ひ

和
より

齋 木 古
こ

都
と

平 澤 夢
ゆめ

華
か

金 子 智
とも

暉
き

大 津 希
のぞ

美
み

山 本 樹
いつ

季
き

佐 藤 祐
ゆう

哉
や

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

献
血
に
ご
協
力
を

水道局は下水処理センターへ

移転しました

水道に関する問合せ　1757-3115

４月から、麻しんと風しんの定期予防接種は混合ワクチンを用いた２回接種となり、１歳のとき【１】と小学校

入学前年度【２】に接種することになりました。また、６月２日から、これまでに麻しんや風しんの単独ワクチン

の接種を受けたことがある幼児も、【２】の接種が受けられるようになったほか、麻しんと風しんの単独ワクチンも

定期予防接種で接種できるようになりました。下記の早見表を参考の上、対象年齢に接種するようにしてください。

～小学校入学前のお子さんをお持ちの人は特にご注意ください～　

麻しんと風しんの予防接種が変わりました

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を

７
月
の
休
館
日

麻しんにかかった
ことがある

麻しんの予防接種
を受けた

麻しんにかかった
ことがなく、接種
もしていない

風しんにかかった
ことがある

予防接種は受ける
必要がない

【2】で麻しんを
受ける

【1】と【2】で
麻しんを受ける

風しんの予防接種
を受けた

【2】で風しんを
受ける

【2】でMRを
受ける

【1】で麻しんを、
【2】でMRを受け
る

風しんにかかった
ことがなく、接種
もしていない

【1】と【2】で
風しんを受ける

【1】で風しんを、
【2】でMRを受け
る

【1】と【2】で
MRを受ける

麻しん風しん予防接種の受け方早見表

十
日
町
市
農
業
元
気
セ
ン
タ
ー

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

デ
ザ
イ
ン
募
集

支
え
ま
す
　
あ
な
た
の
未
来
を
　
税
金
が

６
月
の
納
税
・
納
付

行
政
改
革
重
点
改
革
プ
ラ
ン

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

地
域
医
療
と
基
幹
病
院
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

十日町地域消防本部管内で火災が多発しています。

６月20日C現在、24件の火災が発生し、うち建物火災

は20件と、昨年同時期（７件）を大きく上回り、４月、

５月の火災出火率も県内ワースト１となっています。

火災の原因は「ちょっとした不注意」によるもの

が多く、一層の火の用心をお願いします。
●問合せ=健康支援課母子保健係（内線122）

※MR：麻しん風しん混合ワクチン

※対象年齢：

【１】…生後12か月以上24か月未満（１歳のとき）

【２】…小学校入学前年度

（保育園・幼稚園の年長児）

※対象年齢以外での接種は、任意接種（自費接種）に

なります

※【１】対象の人は、予防接種予診票の冊子から該当

の予診票を切り離し使用してください　【２】対象

者へは予診票を送付します

現在、麻しんが流行してきています。満１歳の

誕生日を過ぎたら、できるだけ早めに受けるよう

にしましょう。

火災が多発しています火災が多発しています

市
民
プ
ー
ル
監
視
員
募
集



▼
「
こ
れ
、
面
白
れ
ー
！
」。
大
地
の
芸
術
祭

作
品
制
作
に
参
加
し
た
高
校
生
の
第
一
声
で

す
。
作
品
制
作
と
い
っ
て
も
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
の

ベ
ン
チ
の
背
も
た
れ
に
細
い
線
で
言
葉
を
削

っ
て
い
く
と
い
う
、
ジ
ミ
で
単
調
な
作
業
で

す
（
詳
し
く
は
次
号
）。
そ
れ
ほ
ど
心
踊
る
よ

う
な
内
容
に
は
と
て
も
見
え
な
い
の
に
（
失

礼
！
）、「
好
き
！
」
と
の
め
り
込
む
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
若
い
感
性
に
響
く
何
か
が
あ

る
か
ら
で
し
ょ
う
。「
現
代
ア
ー
ト
は
わ
か
ら

ん
」「
ご
み
だ
」
と
い
う
声
も
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
す
。
大
人
の
評
価
に
は
置
か
れ
た
立
場
や

経
験
が
大
き
く
左
右
し
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
は
「
感
じ
た
ま
ま
」
に
反
応
し
ま
す
。
今
回

の
芸
術
祭
に
は
約
30
万
人
の
県
内
の
全
小
・

中
学
生
、
高
校
生
が

無
料
招
待
さ
れ
ま

す
。
彼
ら
の
感
想
・

評
価
に
注
目
し
ま
し

ょ
う
。

だんだん27 だんだん 26

●心配ごと相談
会場：社会福祉協議会（本所・支所）

時間：午後１時30分～４時

▽十日町本所　毎週木曜日　

▽松之山支所　 7日F ▽松之山支所 11日C

▽中里支所　　 21日F ▽川西支所　　25日C

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日午前９時～午後５時

※17日Bは休み

会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

おおむね45歳以上が対象です

●定例行政相談
毎月第２金曜日　午前10時～午後３時

会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
【川西地区】26日D午後１時30分～４時

会場：はあとふる川西

【中里地区】随時受付：行政相談員上原宅

1763-2617

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

毎週木曜日　午後１時30分～４時

会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
毎月第２・第４木曜日　

午前10時～正午、午後１時～３時

会場：クロス10

2006年7月 July2006年7月 July

問合せ 社会福祉協議会1750-5010

▼
Ｗ
杯
日
本
対
ク
ロ
ア
チ
ア
戦
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
行
き
、
大
画
面
で
大
勢

で
大
声
出
し
て
応
援
す
る
醍
醐
味
を
味
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
本
当
は
ク
ロ
ア
チ
ア
も
応
援

し
た
い
、
で
も
や
っ
ぱ
り
気
持
ち
は
日
本
人

…
で
し
た
。
こ
の
市
報
が
届
く
こ
ろ
は
す
で

に
結
果
が
出
て
い
ま
す
が
、
23
日
の
リ
ー
グ

最
終
戦
で
日
本
が
決
勝
進
出
で
き
る
望
み
を

託
す
意
味
で
も
、
ク
ロ
ア
チ
ア
対
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
戦
、
今
度
は
思
い
き
り
ク
ロ
ア
チ
ア

を
応
援
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

▼
日
本
で
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
開
催
を
経
験
で

き
る
の
は
、
一
生
に
１
度
あ
る
か
な
い
か
だ

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
出
場
国
が
自

分
た
ち
の
住
む
町
で
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
こ
と
、

そ
れ
は
も
っ
と
ス
ゴ
イ
出
来
事
で
す
。
今
も

続
く
交
流
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
先
ず
っ
と
大

切
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
財
産
で
す
。
７
月

５
日
か
ら
は
、
ク
ロ
ア

チ
ア
大
使
館
の
ご
好
意

で
ク
ロ
ア
チ
ア
絵
画
展

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

３歳6か月児
健　診

1歳6か月児
健　診

26日D 午後1時
～1時30分

18年３月
生まれの
乳　児

19日D 午後1時
～1時30分

17年９月
生まれの
乳　児

４か月児
健　診

12日D 午後1時
～1時30分

17年１月
生まれの
幼　児

2歳6か月児
身体測定

19日D
16年１月
生まれの
幼　児

10か月児
健　診

20日E 午後1時
～1時30分

15年１月
生まれの
幼　児

午前9時
～９時30分

●乳幼児健診

●離乳食教室

●ちびっこひろば

◎会　場…十日町保健センター（十日町市役所となり）

◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
着替えやおむつなど必要なもの

親子のふれあいの場を提供します。

●日　時　４日C（七夕）・11日C・18日C 

午前10時～11時 ※25日Cは夏休み

●対　象　３歳未満児とその保護者

●会　場　市民体育館

●申込み・問合せ　中央公民館　1757-5011

（優）（わ）

あべ小児科クリニック（発電所通り西　1761-1320）

乳幼児・学童の個別予防接種の協力医療機関に下記

の医療機関が７月15日から加わります。

※BCG・三種混合・麻しん風しん・日本脳炎・二種混合の予
防接種が受けられます。（予防接種は月・火、金・日曜日の
午後２時～４時、日曜日はBCGのみ）

※予防接種の予約受付は月・火、金・土・日曜日の午後２時～
４時です（電話予約可）。７月10日bから受け付けます。

●問合せ 健康支援課母子保健係（内線122）

なかよしランド

読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●日　時　13日E 午前10時～11時

●対　象　乳幼児とその保護者

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

おはなしたまてばこ

読み聞かせ、パネルシアターなどを行います。

●日　時　15日G 午後３時～３時40分

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

どんぐりおはなしのへや

●心の健康相談

●日　時　18日C 午後２時～４時

●会　場　十日町保健センター

●医　師　山下医師（山下メンタルクリニック）

●申込み・問合せ

健康支援課成人保健係（内線126）または、

十日町地域振興局健康福祉部地域保健課

1 7 5 7 - 2 4 0 0

●全血献血

対象児と内容 開　催　日

６か月～９か月児
離乳食中期～後期

会　　場　十日町保健センター

時　　間　午前10時～正午（受付９時45分～）

直接会場にお越しください

持 ち 物　母子健康手帳

４日C

対象児と内容 開　催　日

２か月～４か月児
離乳食準備～前期

会　　場　千手中央コミュニティセンター

時　　間　午前10時～正午（受付９時45分～）

直接会場にお越しください

対象地域　川西・松代・松之山

持 ち 物　母子健康手帳

21日F

●日　時　７日F

●会場と受付時間

中条公民館 午前９時30分～11時30分

午後1時～３時30分

●問合せ

健康支援課地域医療係

（内線128）

●健康相談 保健師による相談

期 日 会　　場 受付時間

10日B・24日B 十日町保健センター

新座コミュニティセンター

大井田コミュニティセンター

川治公民館

羽根川荘

水沢公民館

平成園

千手中央コミュニティセンター

松之山支所

中里総合センター

松代保育園

下条公民館

上新田自治会館

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時～午後4時

午前8時30分～午後5時

午前9時～11時

午前9時～11時

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

11日C

21日F

25日C

27日E

24日B

28日F

●休日救急医

津南病院 津南町 765-3161

医療機関名期 日 住　所 電話番号

2日A

9日A

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

本町クリニック 本町３ 750-1160

倉俣診療所 芋川 763-2147

小林内科医院 中町 752-7155

たかき医院 土市５ 758-2361

17日_

23日A

30日A

16日A

松之山診療所 松之山 596-2240

せき整形外科 四日町２ 750-1155

富田医院 上新井 761-0200

● 児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました児科診療体制が変わりました

●問合せ　県立十日町病院　1757-5566

6月19日Bから、十日町病院の小児科医師が１人減

り、小児科の診療体制が次のように変わりました。

①外来の受付時間は午前８時30分～11時です。

②夜間・休日の救急は、当直医が診療にあたり必要に

応じて小児科医が診療します。

③一般外来は状況によってお待たせすることがあります。

④できるだけ紹介状を持参してください。

● 力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ力医療機関追加のお知らせ予防接種の協

県立十日町病院小
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